
環境カウンセラーは、環境庁に繁定された環境の専門家です。

環境調査、環境管理・監査、廃棄物対策、環境教育・学習などお気軽にご相談下さい。

－」夏期宿泊研修会を開催
個性豊かなカウンセラー活動に期待

去る7月31日（土）、8月1日（日）の2日間、柏市

の「さわやか県民プラザ」において、第1回環境カウン

セラー千非県協議会夏期研修会が実施された。これは、

当協議会が発足して1年半を経過したが、専門も、職場

も異なる会員の顔がなかなか分からず、環境カウンセラ
ーの一層の活用を図るためにはもっと、親密な交流が必

要との判断から、宿泊研修会が企画されたものである。

参加者は、30名（内宿泊19名）で、企画・運営は、企

画部会（有属、土田他）が行った。

初日は、午後1時から5時半まで、出席者全員が7分

の持ち時間で、下記テーマに従って、自己紹介と環境カ

ウンセラーとしての主張を行った。

1）環境カウンセラー個人として何ができるか

2）協散会として何を目指すか

3）平成10年度は環境関連として何を行ったか

お互いを知り合う情報交換だけではなく、参考になる

ご提案が多々あった。

第2日は午前10時から午後4時まで5人から7人のグ

ループに分けて5つのテーマでグループ討託を行った後、

各グループから討議内容が報告され、多くの提案があっ

た。

Gl：環境ISO14001認証月文得支援について

（林、村上、三第、靡川、鈴木）

企業の環境マネジメントシステムの構築は重要課題と

なっており、当協議会でも環境マネジメントシステム（E

MS）研究会が発足したばかりである。ここでは取得ニ
ーズの高いISO14001の取得支援について話し合った。

（D　取得支援項目

事前準備から、システム構築まで環境負荷の算定や、

法的要求事項、環栄目的の設定、予防措匿、文書管理

など工場の環党管理に関係した事のある人なら、必ず

手がけた：畔のある項目である。

②．支援対象企業（事業体）

中小企共ではコンサルタント費用が認証取得費用

の50％を超えているとの報道があり、また、系列企

業であっても大企業的運営とは違った独自の指導が

必要であることなどから、企業の取得費用負担を減

らし、環境改善対策の実行を促す点に存在意義があ

ると考え、主に中小企業の支援を目指したい。環境カ

ウンセラー協議会の知名度不足を補う点から、商工会

議所・地方公共団体のバックアップを得るため、独自

のPR資料等を作成する必要がある。

③．実行メンバー

現在、EMS研究会で「実行グループ」に参加す

る意思表示をされた方は10名になった。必ずしも審

査員などの資格を持っている必要は無拉、。ベテラン

との共同作業・実務研修等を通じて実力を謀う事が

できる。すでに、認証取得支援業務に実顕を持って

いる人で、協議会としての活動に割く時間の少ない

人はノウハウを提供し、時間に余裕を持ち意欲のあ

る人は時間を提供して頂くシステムで運営できない

かと考える。又環境問題に関する種々の専門家が協

議会メンバーの中に居られるので、必要に応じて応

援をお願いしたい。できればその様な点も特徴とし

て掲げたい。　メンバーは15～20名程度で発足し

たいと考える。

G2：環境学習と啓発について

（佐藤、三谷、田宮、長沼、草野、有馬）

各自、自然観察会、環境紙座、環境測定活動などで

環境学習と啓発を重ねているが、学校の壁、一般市民

の無関心など、びっくりするような現実がある。エコ

マインドや自然観察指導員の養成講座も有意義だが、

地元でそのままやれるわけでなく、各自が工夫して行

っているが、情報交換して資質を高めることが必要だ

と思う。行政は法律として市民のモラルまで言及する

など啓発に親権的になっている。
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現在、環境学習は気づきから行動できる人の育成とい

うことを基本に、いわゆる環境系の環境学習が主流だが、

あわせて、公客、技術教育も必要である。

環境カウンセラーとして次のことを提案する。

①　情報を交換するだけでなく、地域での環境学習の事

例をまとめる。

②　啓発チラシ作成や研究（たとえばビオトープの追跡

調査）を共同で行うことで、各カウンセラーの資質

を高める。

（診　市民活動に技術者が加わることで、レべ／レアップで

きる接点をさがす。

G3：廃棄物と自治体への関わり方について

（土田、品田、渡辺、滑、大山、久本）

千葉県環境白書によって、廃棄物の現状認識を行った

ところ、不法投棄の実体把握が最大の問題点として認識

された。大山氏から、四街道地区の県道での不法投棄の

例を示され、また品田氏からトリクロロエチレンの地中

拡散の実体が報告され、その悪影響を考えると、カウン

セラーは何をすべきかとの談論となった。まずは今回討

誌に加わった6名が不法投薬防止宣言を行うことで合意

したとの報告が行われた。具体的には、下記4項目であ

る。

（D　不法投棄監視員にチャンスを見つけて手を挙げる。

（診　自治体との接触をもっと増やそう。

③　不法投棄を見つけたら必ず通報をしよう。

（参　行政に対して、当協議会は改善策を出して行こう。

G4．協議会の戦略と今後の進め方について

（田中、小角、神藤，麓谷、佐藤、ノ」、坂、山本）

下記の4項目に絞って提案された。

（D　財源確保について：年会費3000円の他に、シリー

ズ物の鰐演会を会員が講師となり、小委員会を設置

して、企画・実施してはどうか。

（ヨ　ボランティアかビジネスか：あくまでも、ボランテ

ィアを基本として行動する。実費、謝金を受け取る

のはOKだが、ビジネスとはしない。

③　pRの仕方について：ホームページを設けて協法会

の情報をオープンにしてはどうか。またパンフレッ

トも作り組織やメンバーの紹介もしてはどうか。い

ずれにしても、小委員会を設立して企画・運営をす

る必要がある。

④　市民部門と事業者部門の協力について　登録は分れ

ているが、内部の活動を分離する必要はなく、現実

の活動でも問題になっていない。従って今後も分離

は考えない。

G5：身近な環境問題を考える

（寺尾、室中、倉田、辻川、安野、宮村）

下記の4項目に絞って提案された。

①　環境についての市民の質問に答える体制作り

・市民からの質問を協法会で受け付ける

・専門毎に担当者を決め、解答を用意する。

・協諮会内でチェックを受ける

②　一般市民の環境学習につなげる。

・年次毎にまとめて本にする。

・質問が多いものを分かりやすく解説する。

・ビデオ作成

③　環境カウンセラーから見たエコグッズを考える。
・将来を見据えたエコグッズの基準作り

・グリーンコンシューマーの資料の再評価を行う。

・干来県産エコグッズの重視

④　様々な環碗関連の資格取得支援を行う。

最後に、小角代表が「3人寄れば文殊の知恵の通り、前

向きで良い提案が出てきている。実行までにはまだまだ

課題の多いこともあるが、できる事から、順にやって行

きましょう。」とコメントされ、今後の会員の具体的な

対応が期待される。

今回、長時間に亘る交流により、多くの提案と共に、

各カウンセラーの個性的な環境活動を知ることができ、

直接的にも間接的にも、実り多い研修会であった。

㊨宿泊研修会を終えて　　小角浩

以前からメンバーの間で話題となっていた、腰を据えて

ゆっくり話し合うことを目的の一つにかかげての研修会を

遅ればせながら、この度開催することができた。会場の予

約が遅かったこともあって、全員の宿泊ができなかったこ

とは残念であったが、31日夜の懇談会後の予定外のミーダ

イングにも参加され、翌日改めて出直し、参加された方々

の積極性に敬意を表したい。

登録簿などからおおかたの経歴、専門分野は推測できた

とはいえ、この度の全員による個人プレゼンテーションは、

興味深い内容に加え、更に個性豊かなその人となりも知る

ことができ、予想以上の効果が示されたようである。

翌日の分科会は、すんなりと希望通りの組分けができ、

前日とは違った形でのつつこんだ意見交換が各グループで

行われた。基本はボランティアとはいえ、作業の実態によ

ってはかなりの弾用を伴うこともあり、また費用負担を相

手方に求める場合は、当然それなりの賓任をおうことでも

あり、更に契約行為となると事前に確認しておくべき事柄

など検討を重ねるべきことは多いが、できることからひと

つづつ実行することこそ肝要、がどうやら今回の結論とい

えるようだ。
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手賀沼の浄化・再生への言式み
三谷　和夫

（環境カウンセラー・我孫子市在住）

手賀沼の浄化活動

手賀沼の水質汚濁度（指標：COD）は日本一、しか

も20年余り続いている。その汚名を返上するため、さ

まざまな努力が続けられて来た。夏には一面に広がり、

腐敗して悪臭が嫌われるアオコを除去する機械が運転

される。手賀沼公園で見られるようにホテイアオイを

植栽し、窒素、リンの除去にも努めており（股的には

とても追いつかないが）、あちこちで曝気装閲が動い

ている。流入河川には礫聞浄化装置が設置され、家庭

排水が沼へ流入する前に、浄化してしまおうという努

力が払われている。沼底にたまったヘドロを除くため、

汝沫機械が運転されている。県の施設「親水広場」で

は、手賀沼やその浄化について広く一般に知って貰う

ために、いろいろな行：醇が呼びかけられている。

手賀沼流域に活動する30余の団体が結束して、r美

しい手賀沼を愛する市民の連合会」を創り、各団体の

活動を盛り上げるとともに、独自に学習会、見学会、

シンポジウムなどの事業を繰り広げている。その中に

は、早くから石鹸の使用を広める会などの取り組みが

ある。

しかし、手賀沼の水質は、長い間COI）が　5ppmの

茶寮基準に対して20ppmを超えている。一一且は15

ppmに近づくこともあったが、最近また大きい値を示

し、明るい見通しはなかなか見えない。真に残念である。

手賀沼の素暗しさ

ただ、ここで一つ青わせて貰えば、手賀沼は素晴し

いと私は思う。東京都心からこれだけの近さで、この

ゆったりとした水面の穏やかさは、ただ見るだけでも

心がなごむ。どんどん減っていく斜面林については悲

しみを抑えられないが、沼を囲む緑のやさしさは何物

にも代えがたい。水鳥も魚も昔に比べ激減したが、遊

歩道をゆく人たちが今も親しんでいる。いろいろな批

判もあったが、噴水も展望塔も、今工事中の大橋も、

手賀沼再生への一里塚と言えるのではないか。あらゆ

る手だてを講じて、明るい21世紀を迎えたいものだ。

北干葉導水事業

さて、最近話題となったのは、北干葉導水事業によ

る手賀沼への注水である。この計画は1974年に着工し

たが、工事が遅れて本年ようやく試験注水に漕ぎつけ

たものである。これは、利根川の水を揚水してパイプ

で送り、氾二戸川まで運ぶもので、その途中に手賀沼西

手幼沼ピオ■トープ：赤米、ハス、クワイなど作る

端の柏市戸張地区にできた第一梯場で、手賀沼へ最大

毎秒10トンを注水しようというものである。パイプ

（内径3．2m鋼管）は、2本が手賀沼南岸に沿って平行

埋設されて導水路となる。この導水管の上は、なだら

かなスーパー堤防にして、ハイキング、ジョギング、

サイクリングの緑道となる方向が固まっている。この

夏の試験注水の結果は、沼の水質がCODの値で改善

されて嬉しいニュースとなったが、まだ今後の運営に

得たねばならない。早く有効な整備を期待したい。

ビオトープ

次にこの夏のニュースにビオトープがある。手賀沼

の東部、開発戸新田の沼岸に手賀沼ビオトープができ

た。ビオトープとは、「多様な生物の生息する場所」

という意味で、ここでは、水生植物の浄化作用を利用

して手賀沼の水をきれいにし、よい環境づくりを目指

す。広さは約17，000m2で西矧こ揚水ポンプがあり、

沼の水は3つのゾーンを流れてまた沼に戻される。手

づくりゾーンでは、赤米やコシヒカリづくり、ヨシ、

ガマ、ハス、セリ、タチヤナギ、アカメヤナギ、エン

サイ、クワィ、クレソン、三ッ葉、ガシャモクなどを、

それぞれのグループが植えて育てている。沼の留鳥で

あるコプ白鳥が田に入り込み、早苗を食べるなどのこ

ともあったが、子供たちも含め多くの市民が参加し、

また見守っている。

環境レインジャーの活動

最後に、我孫子市では、環境ボランティアのリーダ
ー役として、環境レインジャーが15人ほど活動を開始

した。我孫子市役所の手賀沼課と連携して、広報紙「た

まっけ（かって手賀沼にたくさんいた、カラス貝のこ

と）」を発行し、早速8月下旬に谷津田の良さを見直

す自然観察会「岡発戸ネイチャー・イン」を実施した。

子供と共に60名ほどの市民が汗を流して、谷津田のへ

りを廻って歩き、カワセミ池でトンボや小魚を見なが

ら、動植物と展観を改めて考える良い横会となった。
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エコメッセちば1999賛同行事のお知らせ

エコメッセちばは市民、企業、行政が一緒に楽しく環境問題を学ぶ場です。

企業環境セミナー、環境シンポジウムは環境カウンセラーが、企画、運営に関わりました。ぜひご参加下さい。

企業環境セミナー

「lS014（X）1認証取得するために」

日時：10月22日（金）　　午後1時～5時

会場：シャープ幕張ビル（千葉市美浜区中瀬1－9－2）

主催　環境カウンセラー千葉県協議会、千薬商工会議所

本セミナーは中小企業及び自治体向けのISO14001認

証取得の支援を目的にしております。これから環境ISO

認証取得を目指している事業者、行政及び市民の方多数の

ご参加をお待ちしています。

第1部（講演）　　　　　　　　　　　13：10～16：00

□I SO14001認証取得の最近の動向

環境カウンセラー千来県協議会監事　厨川　一男氏

□審査登録事例の紹介

シャープ株式会社東京支社総務部長　松本　清氏

株式会社増田製作所千英工場　　　山本　光男氏

白井町　環境課長　　　　　　　　　稲葉　益雄氏

第2部（パネルデスカッション）　　16：00～17：00

司会　林　正徳氏（環境カウンセラー千葉県協議会）

パネラーは許師と環境カウンセラーからなり、認証取得

のポイント、苦労話、動員数、費用、コンサルなど中小企

業及び自治体向けの参考になる内容とします。

資料代1000円　　　　定員　500名（先着順）

申込み：10月12日までにFaxで

043－223－7807（環境カウンセラー千葉県協法会連絡所）

043－227－4107（千柴商工会詰所　産業課）

問い合わせ　TEL：047－487－4416有馬

E－maⅡ：血nabmj上0＠ma2．jlユStnet．ne．jp

環境シンポジウム1999千葉会議

「持続可能な社会のために」

日時：10月17日（日）10時～16時30分

場所：シャープ幕張ビル（美浜区中瀬1－9－2）

主催・環境シンポジウム1999千葉会誌実行委員会

千葉県環境財団

環境シンポジウム1999千葉会議は環境学習、環境

保全活動の推進を目的として、市民、企業、行政の三

者が実行委員会を作り運営しています。各分科会でさ

まざまな立場の人々とともに話し合い、体験しながら

考え、解決方法を探り、提言します。

基調許演

「持続可能な社会は市民社会？」

講師　小川　かほる氏（千葉県中央博物館〉

分科会

1．温暖化防止－できるか車との共存！

2．市民・企業・行政で創る資仮循環型社会

3．グリーンコンシューマーで暮らしを支えよう

4．楽しく学ぶための環境学習パートⅡ

5．持続可能な社会をめざして

参加費：無料

申込先：千薬県環境財団　環境学習推進室

TELO43－246－2180　FAXO43－246－6969

㊨”環境マネジメントシステム支援センター”の発足と加入のお願い

「環境マネジメントシステム研究会」はさる4月25日

に第1回研究会を開催して以来、アンケートによる意見

集約をはさんで、「ISO14001認証取得支援－マネジメン

トシステム構築支援」の実行グループの実現を目指して

討議を続けてまいりました。

その結果7月4日の第3回研究会において「研究会」

を「実行グ′レープを中心とする実務検討会」に衣替えし、

さらに、実行グループ参加の意思表明をされたメンバー

を中心に種々討謎を重ね、8月29日に「環境カウンセラ
ー千葉県協議会・環境マネジメント支援センター」とし

て、来る10月下旬に実務活動に入る事を計標に、具体的

な準備に入る事を決定しました。

運営方針の基本としては「環境カウンセラー」の基本

的精神に則った質の高い「支援活動」を有料で提供する

事を目標にしております。これから9月中に運営規則と、

PR資料を作り、細部を固めて行く段階です。

現在「支援センター」に加入を申し出て居られる方々

は十数名ですが、更に各方面の知識、経験をお持ちの会

員の皆様のご加入を頂き、より強力な専門家集団を目指

したいと考えております。ISO関連の資格をお持ちの必

要は有りません。いろいろな形でご臨力頂く事が出来る

と思います。

意欲の有る方々のご連絡をお待ちしております。

連絡先　　Tel＆Faヱ：043－265－0277（林　正徳）

E－md：mdlayaS＠止m皿et
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北アメリカ環境教育学会に参加して 
（NorthAnericanAssociationforEnvironmentalEducation） 

千葉市立打瀬小学校　今井美枝子（環境カウンセラー） 

二讃
第28回北アメリカ

環境教育学会（NAA

EE）が、ちょうど夏

休み期間中にオハイオ

州のシンシナティで開

催されるというので、

参加しました。

NAA E E

今年の会議は、教育改革と教育課程における環境教育

のあり方について焦点が絞られ、アメリカとカナダ、メ

キシコの環境教育を支える人たちや教育の分野の専門家

によって話し合われました。

折しも、我が国の文部省も2002年に向けて環境教育、

平和教育、人権教育、開発教育を基盤とした総合学習を

進めようとしています。環境教育を一歩先に進めている

北アメリカの教育方法を学びたいと思って参加しました

が、どの会議もワークショップもフィールドワークもす

べて英語で話されるので、2，500人ほどの人たちが熱心に

世界中の仲間と新しい情報交換をしている姿を横目で見

ながら自分の語学力のなさを嘆いていました。

フィールドワーク

それでも、フィールドワーク「湿地への窓」に参加し

た時には、本当に来てよかったと感じました。1988年、

ハミルトン地区の土地所有者が市民に土地を提供してで

きたハミルトン公園は2，554acrer（およそ10．33kぱ）あ

り、自然生育地と野生生物生息地と野外レクレーション

地に分かれています。ビーバーやヘビ、カエル、いろい

ろな鳥類、昆虫類を身近に感じて観察できます。私たち

は、広大な湿地と大草原で、双眼鏡で鳥を探したり、野

生生物の観察の仕方や生態についての学び方のプログラ

ムである「湿地への窓」を体験しました。足音に驚いた

30匹ほどのカエルたちが一斉に沼地に飛び込む姿に私の

方がびっくりしてしまいました。

これまで、地球上の6％を占めている湿地は汚い、臭い、

蚊や嫌な生き物がいて無駄な場所と考えられていました。

公園スタッフと環境ボランティアは、市民に対■して湿地

の美しさやその価値を知らせ、湿地から恩恵を受けてい

ることを理解し知識をもってほしいと、湿地を使って行

うアクティビティをたくさん用意しています。中でも、

子どもたちに対して五感を使って体験していくカリキュ

ラムが年間を通して組まれています。

「湿地への窓」は、子どもたちに湿地を見る機会を与

え、野生生物を調べ保護していかなくてはいけないとい

う気持ちを起こさせるよう、次のような内容

で12年間のカリキュラムができています。

1．湿地は動植物の生息地であることを紹

介する。

2．昔の湿地のことや特徴を教える。

3．湿地は、私たちに恩恵を与えてくれる大切な場所で

あることを教える。

4．湿地にいる野生生物を保護して、人間と共生してい

く大切さを知らせる。

1998年の初めから今日まで1，000人以上の子どもたち

が参加しているそうです。豊かな自然観を持つには、野

外で自然に接する機会を多くして観察を繰り返し行い、

いろいろな体験を積み重ねることです。観察を繰り返し

ているうちに、自然の全体像が見えてきます。更に自然

界の部分、部分を深く観察していくと、子どもたちは動

植物に興味を抱くようになり、もっと研究してみようと

いう意欲がでてきます。そして、自然保護の必要性を理

解し実践していけるのかもしれません。

自然教育のために土地所有者が広大な土地を市民のた

めに提供するというのもすごいと思いましたが、湿地帯

回復のために寄付金が募られていることにも驚きました。

また、公園スタッフと自然保護のボランティアが湿地の

水量の調節を管理したり、パトロールをして野生生物の

生態を調べたりしてかなりのカを入れていました。

次に、バッファローによって荒れてしまった土地を大

草原に復活させようとしている現場に行きました。この

企画も、自治体からの19，000ドルの寄付金や個人からの

11，500ドルの寄付金が使われ、150穫以上の自然の植物

を種から育てています。ここでも自然保護のために多く

の人たちが携わっていることを知りました。

日常的な自然とのふれあいを求めて

アメリカにはうらやましいほどの広大な湿地や大草原

がありますが、それでもスクー′レヤード・ハビタット（学

校内の生物生息空間）も古くから整備されています。私た

ちも現在、学校や地域でビオトープをつくって子どもた

ちが地元の野生生物の暮らしに日常的に触れられる空間

を呼び込もうとしています。持続可能な社会に向けて、

自然生態系を守っていくことの大切さに目を向け、学校

や地域にどれだけ次世代に財産を残していけるか真剣に

考えていく時が来ていると思います。

帰国してから、米国人の友人に「あなたの国は、自然

がいっぱいですばらしい」と、言ったら「私は、日本に

来て2年になるけれど街中でリスを一度も見たことがな

い」と言われました。私たちも環境と共生については、

特に意識しなくてはならないと思います。そのために、

自然のつながりや四季の営みを生活の中から学んでいき、

すべての命を思いやる心を育てていきたいと思います。
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⑳環境教育の最近の動向
長沼　明（環境カウンセラー）

環境基本法

環境基本法に環境教育が明記され、日本における環境

教育の取り組みは近年急速に拡がっている。しかしなが

ら、環境教育に対する捉え方が多様であることから、少

なからず混乱が見られることは事実である。

環境教育が提唱されたのは、1948年の国際自然保護連

合の設立総会であるといわれている。1960年代の急激な

開発と工業化による深刻な環境問題の発生が、人間と自

然との間にある根本的な矛盾を顕在化させる中で環境教

育の必要性が国際的に認識されるに至った。

1972年の国連人間環境会儀では、人間環境宣言の中で

環境教育は環奨保護のための必須の取り組みであるとさ

れ、その実施が勧告の中に織り込まれた。

環境教育は「人間相互の関係を含めた人間と自然の関

係の改善」を目指す。最近の環境教育を巡る国際的な動

きは、「持続可能な社会を目指した教育」への動きであ

る。このような教育は、人と人、人と自然との相互依存

関係への理解が今後益々深まって行くにつれ、「地球教

育」として統合化していくものもと思われる。

外国での環境教育

世界的には途上国を含む多くの国で環境教育が行われ

ており、特に欧米では行政やNGOなどによって、積極的

に活動が行われている。

アメリカでは、連邦政府による環境教育法や、州によ

る州環轟教育法が整備され、大学などで指導者を養成す

るためのプログラムや訓練が充実している。また、この

ようなプログラムや研修の修了者が活動できる環境教育

施設も数多くあるといわれている。学校で使用される有

効な教材開発には、政府も資金援助を惜しまない。使用

される教材として日本の環境教育指導者にも評判の良い、

プロジェクトラーニングツリー（森林を扱ったもの）、

プロジェクトワイルド（野生動物を扱ったもの）、プロ

ジェクトウェット（水を救ったもの）等が知られている。

ドイツではビオトープ等による自然復元や創造を通し

た環境教育がNGOや学校などで盛んに行われている。

イギリスは、学校において全教科を通じて行う課題と

環境カウンセラー千葉県協議会会報

して環境教育を位置づけている。また、環境保全型地域

作りのグランドワーク運動は有名である。さらにナショ

ナルトラストや、王立鳥類保護協会などの環境保護団体

が環寮教育に取り組んでいる。

西ヨーロッパ諸国での環境教育は、自然だけでなく、

アメニティや廃棄物などのライフスタイルに係る環境教

育が行われている。
一方自然の豊かなオーストラリアでは、エコツーリズ

ムが盛んに行われている。

キーワード

環境教育のキーワードには「関係性」「気づき」「共

感」「思いやり」等があり、自分と他者との関係に気づ

くことが、共感や思いやりを育み、お互いの関係を改善

していくことにつながる。他者への気づきの拡大は、必

然的に自己への気づきを促し、自己像の形成に役立つも

のと考えている。センスオブ・ワンダーをいかに育むか

が子供時代の環境教育では決定的に重要であり、大人に

とっても自然体験は重要な環境教育となるであろう。

これからは、生涯学習としての環境教育の展開が問わ

れてくるものであり、持続可能な社会の構築に向けて、

あらゆるセクターでパートナーシップの下に展開してい

く環境教育が求められよう。

★「千葉県レッドデータブックー植物編」発売中止

前号で紹介した「千葉県レッドデータブックー植物

編」の発売は中止となりました。ご質になりたい方

は、千来県環境部自然保護課で貸し出しています。

問い合わせ　TEL：043－223－2059

☆広報へのこ意見、原稿の募集

広報へのご意見、環境カウンセリング実施例、音

大な環境楷報などを、Faxまたはメールでお寄せ下

さい。

Fax：0471－63－1554（室中）

Eメール：YMURON＠aol．com

★賛助会員募集

環境カウンセラー千葉県協議会に賛同する個人、

団体の賛助会員を募集しています。

会費：個人1口3，000円　団体1口10，000円

第6号　（発行日1999年9月25日）

事務局：千葉市中央区本町1－4－24龍谷公輔方

連絡先．Tel＆yax O43－223－7807（ちば環境情報センター内）

郵便振替口座：00110－5－34692（会費未納の会員は、こちらに入金して下さい。）

編集：環境カウンセラー千葉県協法会広報部会（佐藤、室中、大山、辻川、久本、今井、三谷〉

会員数：94名　　賛助会員：6名
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環境カウンセラーは、環境庁に認定された環境の専門家です。

環境調査、環境管理・監査、廃棄物対聞、環境教育▲学習などお気塵にご相談下さい。

企業環境セミナーを開催

tS014001認証取得をするために

コニコメッセちばの行悩の　一環として10月22日（金）

年後、シャープ＃張ビルホールにおいて、企業環境セ

・′■、ミナーが開催された。今l那）セミナ一一は現在企業の関

心の高い環鹿の間際標準規擁TSO14001取得を支援す

るため、殊境カウンセラー千葉県協議会の企画部会と

会負内の‡SO認証資格者が「fj心になって、干葉囲工会

話所の賂力を待て圭催した。千姫典をはじめとして、

干農市、千薬園環境保全協議会、千杢県環境財団、千

葉銀行、京薬餌行、千葉興業銀行などの後援を得た。

当日は県内企業や自治体から160名が参加し、購演、

事例発表に続き、パネルディスカッションで熱心な討

譲が行われた。購演に先立ち、村上利子協法会副会産

より、環境に紀臆した企業活動が求められている今、

多くの企業が誼証取得されるよう、期待していると挨

拶した。次に、千葉県環境調整課環境政策姦良の関日

出夫氏が、恵盟かな千葉県の環境を維持するために、

現在、干葉県環境研究所が認証取得に向けて取り組ん

でおり、県内の企業や自治体の環境ISO認証取縛を推

進したいとの方向を示された。

続いて、当髄論会監革で環境fSO審査員である贋川
一男氏が、環境ISO認虹取得の動向や取得の手順につ

いて多くの資料を使って分かりやすく解説した（次ペ

一一ジ参照）む次に企業の審査准錬事例の紳介が行われ、

シャープ（抹）東京支社十河正守氏、（株）増田製作

所千英工場の山本光男氏、白井町環境裸長の稲楽益雄

氏から、訟証取得に至る体制作りや種々の苦労など、

これから取得を目指す事業所の参考になる体験談が話

された。

休憩後は協議会会員の林正徳氏の司会でパネルディ

スカッションが開始された。厨川氏および準例発表さ

れた3名が凍上に上がり、参加者からの質問に答えて

取得後の取り組みや改革のメリットなど具体的な顔が

多かった。

多くの企業や自治体が経営問題が訴題となる中では

あるが、21世紀の環境保全に環境ISO取得は必要不可

欠なツールとなってきている。今rqのセミナーは非常

な熱気に包まれ、参加者にとって今後の意綴付けとな

るセミナ一一であったと思われる。
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《　tS014001認証取得の最近の動向　》
廣川産業・技術研究所所長　腐川・男

環境カウンセラーー千葉県協誌会既卒

〇一コメッセちばの行串として、昨年から始められた

企業環境セミナーも、今年は第2回冒となる。ISO1400】

というテーマの時代椎もあって、昨年の1．5倍の参加

者が塵まった。以Fに、客究などで感じたことを述べ

てみたい。

1．公害から地球環境問題へ

人類の利便性と快適性へのあくなき追求により、産

業革命以後のわずか200年で、人甘・エネルギー消費

蛤・廃棄物の増加がもたらされ、地球の環境省鹿を超

えてしまった。

それにより、ローカルで一過性、個別的な公軒であ

ったものが、広域的で壮代閲を超えた影響を及ぼす全

地球的な環境問題に変化し、汚染者二被害者であると

いう構造に変化した。即ち、問題を取り組むに当たっ

て、地球上の全人類による窮境保全が必要になり、国

際規格のISO14001が1996年に制定された。

2．1SO14001に対する批判

日本では木規格の認証取得が2400件にも達し、2位

ドイツの1400件を大きく雌している。さらにグリーーン

調達や環境格付け、環境届出簡素化などにより、加速

されそうな兆しがある。
＝・方で、荻原睦等著「間違いだらけのISO14001」、

園根泌一着HSOのムダ放り」や、－こんなlSOは要

らない－」二、申、ド】（【1経ビジネス、1999．10．25他）

といった紀棚も出ている。その主なキーーワードは、rお

購付きと都鑑」、r認証取得のみがrl的J、「取得し

たからといっても、受注に結びつかない！、「効果の

検証が席しいJ、「遂行瀬任者の独轟的行動」、r凝

り性やリL帳i宙さによる完全主義」、r支払う費用に見

合ったメリットがない」、「パラツキが大きい審査甚

勘、「ブームに乗ったにわか審査凰」などである。

ここに至った原因のルーツは、わが国の文化にも）あ

る。すなわち、「死に物狂いの鹿争体質」、「建前と

本音」、r魂は二の次の仏造り」、r非の意瓶がなく、

恥をかかなければ良いとする意識」、r内容より見か

け外観を重視」、「透明性・　已莱任性の欠如」など

と、自仰山こ結われる社会の体質であるU

3．ISOとは

国際標確化機構の英裾の頭文字のようであり、TOS

と省略されるべきであるが、ギリシャ箔のequalを意

煉するISOに落ち兼いたらしい．，基本は欧米の価概

観・文化的思想である。その主なキーワードを示すと、

rトップダウン」、「判順などの又音圭義」、r手順

遵守主義」、r記録による証拠主義」、「性悪脱・不

イ言主務」、r自己の確立」などである。審査の岬にこ

の原則をいうと分かっているという顔をされるが、具

体的な文辞や雷己餃とその運用管理を見ると、失踪の行

動に結びついていないことがある。

4．環境マネジメントシステムの構更の手帳

中小企業の取り組みについて、現状把握が不十分と

感ずることがある。堺前調査や準備を十分にしてから　、

独自の判断で敢行を決断される必蟹がある。他社との

構並び恵雅から、認許取得の決断を行うべきではない。

規格の要求準項や環戚負荷についての把握が不十分

な場合、それ以降の作業（環境側面の抽出、環境影響

評価、臼的・目標設定、環境方針の作成など）が、円

滑には進まず、行きつ戻りつすることがある。

それらが終わってから、文番の盤億を行い、教育を

行ったり、進捗や効果の監視及び測定、内部監査、見

直しなどの実施へと進む。

5．マネジメントシステムの構築で苦労する点

①　規格要求覇項が腰解であり、文射化の作業が多い。

②　環矧側面の抽出や環境影響評価が難しい。

③　各部門l閏のレベルの統・一と食従業員への徹底、、

認証習得の意義を灘解して躍うこと

①　専門家の養成

⑤　各規定類を有機的に関連つけること

⑥　審査濃緑後の、従業員のモチベーション維持

（D　資金の捻出など

6．アドバイス

①　システムを重装備にしないで、60点程度で計画

すること

②　環境側街の理解をし、徹底的な洗いHLを行う

③　規格の栗東邸項をⅦしく理解すること

◎　法規制を迷てiこすること。規定離を整備すること。

⑤　必要な測定を行うこと（，

⑥　教育を異施した時の、従業員の理解度を錬認す

るカ法を健傭すること

⑦　計測界等の検定期限や委託業許の隕阻許可期限

切れを確駄しておくこと。
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⑳原子力発電所見学記
二上田茂道（環境カウンセラーー）

東点電力・千葉支店のご厚意により袖崎刈羽原子力

発電所見学の機会を得、環境カウンセラー千葉県協謎

全会員及び他の参加者を柑て総勢41人が9月21、22

月に一拍二日のバス見学ツアーを才一Jつた。

干葉巾より新潟県柏崎市まで　時帆の行程を経て、

最初にP R館であるサービスホールを肪問した。】け

機から7号機まで、総出力821．㌢方KWの原r力発佗

所の全貌を、5分の1の原子炉全体横型により沸騰水

型軽水炉の原子力発電の仕組み、放射線を遮蔽する5

段の壁の黒勿構造、非常用舟㍉し、冷却方法、燃料篠の構

造と入れ替え方式、使用済み燃料の保管方法、符にそ

′（れらの袈駅の安全棺について説明を受けた。

翌日にバスは発寓所の構内に入り、2時間30分の見

学コースにて、先ず外観より見た各建物の説明並びに

冷却用海水の取水郎並びに排水部の現場見学、3Fi・機

による放射線管理匹：域の所内見学を行った。巌忍なる

入場手縦き〟法の説明から始まり、110ガKWのター

ビン発現洩、原子炉建屋内の巌上階すなはち原子炉頂

で放射線漏れの心配がないことを確認し、燃料棒の交

換方法や交換時に放射線漏れが生じない水中移動方式

や保管動好の説明を受けた。【17央制御室や遅転換作貝

の構成やシュミレーターによる危機管理の操作員の厳

しい教育等の説明もあり、徹底した安全管理を行って

いる印象を強く受けた。

案内者は一般市民を対象にしているために平易にシ

ンプルに説明された。しかし、私のような機嫌技術者

や工場管理の経歴を持つ技術者にとってはものたらな

い説明であったのも事実で、例えば管理データをビジ

ュァルiこ表したもので安全性を強調したり、定期点検

の準例を引用して僧斬庇のI由江、設備であることを訴え

た説明等も欲しかった。環境カウンセラーーの立塩とし

サービスホールの原子炉模型

ては難しい原子力問題を論ずることは出来ないとして

も、多衆の温排水の存在が自然にどのような変化を与

えているかに関心を持っている。しかし邦子力発電所

固有の間越でなく、臨海の火力発電所も？嵐排水があり、

どんな研究論文があるか調査したい。

帰路にTEPCO竃灘PR館・奥利根を見学して、柑

路のバスの中で見学の感想を参加者がそれぞれ立場で

述べて、所内の安全管ガ鋸こついて理解を示し、尚　一層

の危機管薫別こついての要星や　然然エネルギーの見直し

等もあり、原了・力発寓所見学の意味を確認しあって楽

しい／くス見学ツアーを無解に終えることが出来た。

見学後、JCOの臨界姉故が発生した。柏崎原子力発

電所では放射線測定並びに説明番等にはアルファ一一巌、

ベーター線、ガンマー一組のみが表示され、安全性を強

調されていたが、JCOの臨界事故では中性子線の大鼓

放出が世間の注目を浴び、原子力利用の安全性が揺ら

ぎかけない状況になっている。中性子は発電所の炉内

で常時大赦に発生している為、見学コースには中性子

線測蓬潜と泉ホ紫を薪殺し、中性子廃粛正のない車実

を証明する必努があるのではないだろうか。

以上

☆★☆　環境マネジメントシステム導入を支援します　★☆★

当協議会では、かねてより環境マネジメントシステム研究会を開き、企業、白治体へのその導入支援のあ

り方を検附してきましたが、多数のlSO審査員、審査員補、その他環境管理に経験牡笛な方々の参加を得て、

当協鰻会のプロジェクトチームとして、環境マネジメントシステム導入支援センターが発足の運びとなりま

した。

各企業の実状に応じて手厚く低価格で、支援活助を提供する予定です。r環境マネジメントシステム」婦

人、絃証取矧こ関する支援業務は遭非、当センターにご用命Fさい。まずFAXにて要点のみご連絡下さい。

後ほど担当者から電話連絡の上、詳しくお話を伺います。

連絡先：千葉市中央区本町1－4－24環粟カウンセラー一千葉脈協議会（環境マネジメントシステム支援）

TEL＆FAX：043－223－7807（干葉殿境情報センター内）
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ろば環境情報センターについて

小西　由希子（環境カウンセラー）

市民郷門の環境カウンセラーとして、今仲間とやっ

ている環境NGOをご紹介したいと思います。

葦衆問題への関心の高まりとともに、多くの人が環

境に配臆した行動や活動をしたいと考えるようになっ

てきました。しかし「何かやりたいけどどうしていい

かわからない」という人が多いのが実状です。大きな

シンポジウムやお祭イベントは知っていても、自分の

街でどんなことがおこなわれているか、またおこなわ

れようとしているかを知る人は少ないのです。児や市

町村でも環境講座やリーダー養成講座が榊催され、た

くさんの修了生がでていますが、その後のフォローア

ップの機会や活動する場をt）てずに、地域でト分その

力を発揮できない場合も多くあります。しかしその・一

方で、地域でこつこつと保全活動をするグループは、

参加者を弛めるのに苦労しているという現状もあるの

です。

今求められているのは、活動したい人と活動する協、

知りたい人と伝えたい人を結ぶ堤なのです。必要な人

に必要な楷報が届き、多くの人が出会い交流すること

を目的に、らば環境僻報センターを設たしました。

瀞動内容は、

l　環境学習請塵の企画・運営（対象：企業・学校・

幼稚閲等）一一－関東学習誹座をやりたい方、ぜ

ひ声を掛けて下さい。年生酎こ合わせたプログラム

を企画します。またスタッフとしての参加も大歓

迎。経鮫を塵ねてフアンリテークーとしての実力

をつけて下さい。

2．甘酌粥腹（川遊び、環境ホルモンなど）－少人

故でも、どこへでも課師を派遣します。

3．こだわってメダカってマップ（絶滅危惧種のメダ

カの県内分布調査。ぜひご協ノJ下さい。調査シー

トを送ります。（043－483－0027川中）

4，自然観察、ネイチャーゲーム（地域でやりたい！

という方には誹師をご紹介します。）

5．環境相談窓口（環境フ：亡スタや、常時faxでも受

け付けています。会貝の環境カウンセラー一等がお

答えします。）

6．活動助っ人園鑑への先鋭（環境カウンセラーのガ

もぜひ登録して下さい。）

7．活動惜寵の収集・発信（千葉典内を中心に）（各

用体発行の会報や雑怨・図番の閲労しニュースレ

ターの発行（月1回）、ホームページ

8．会髄スペースの貸し山し（お問合せ卜さい。）

9．ちば・谷津閏フォーラム事務局（別紀）

ただいま事務局スタッフを英輿しています。

市民活動をサボ一一トするしくみは、一止部の先見性のあ

る企業や行政の中で少しずつ機能しはじめてきました

が、自由に意見が許え、やりたい人が自らの意志で動

くには右肘サイドでの立ちとげが望ましいと考えます。

活動は全くの手探りですが、つくりだす鞋びもまた大

きいものがあります。今後の課牌として、朋心のあ

る人だけでなく分野を異にする人々への働きかけ、経

済的基盤の光炎によるスタッフ体制の強化・充実等が

あげられます。

月・水・金の10時～2時までスタッフがおります。

皆さん、耶務所にもぜひ・庇おいで下さい．，

連絡先：干．隼市中央区中央1－6仙9（F’配、谷沖田

フォーラムの郷務局もこちらです）

tel＆fax：043＿223－7807

e一皿ail：Ceic＠tky．3web．ne．jp

htゆ：／／www2止y．3wel〕．ne．jpトceicノ

ちば・谷津田フォーラム

台地や丘陵のあいだに入り込む谷に開かれた水田を

谷津田と呼びます。そこは台地からしみだす湧き水に

よって潤され、昔から兼づくりの垢として人々の暮ら

しに深く関わ′つてきました。谷津閏とそれを取り巻く

雑木林や畑は、二次的自然環境であるにもかかわらず、

2000年以上の人間の営みに増われて多様な隼物のゆ

りかごとなっています。

都市化や農業の近代化に伴って、下葉町頂戌鹿は今

まさに消滅の危機にあります。しかし、魚類の専門㌢

田中正彦氏の調査によると、来京都や神奈川頻と比べ、

メダカやホトケドジョウなど谷津田特有の空き物が千

共県ではまだまだ多く確欝され、保全に放り組むなら

今しかないということです。

これまで付朋査研究や保全活制が各地でおこなわれ

てきました。しかし、この輝造な自然と文化の泄座の

保全に関しては、現状把握と、それににかかわる農家．

がも行軌研究者等の刑の情報交換、さらには保全に向

けての緊急かつ具体的行動が必要です。

そこで、典故rrI央鮮物酷の【f－村俊彦氏の呼びかけに

より、調査研究・情報交換・保全活動のためのゆるや

かなつながりの会rちば・谷津「Jlフォーラム」がうま

れました。

活動内容は、

1）谷梓川保全に関心のある個人やグルーープのはり

おこしとそのリスト作り
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2）谷津田の現状しらペ（谷津田100選登録）

ニ5）情報法「ちば・谷沖田過信（仮称）」の発刊

4）ちば・谷津mマップの作成

5）危機に顕している伝統的谷津粗の保全対策（具体

的農家支援精勤など）

／十号一声：・

棄アジア酸性雨

モニタリングネットウーク

「、1992年ブラジルの環境会議で、先進譜国の国際斉献、

技術移転の拡充、必要性が基本的な考え方として進め

られることになり、これを受けて、日本はODA（政

府間無償援助）、円肺ノ款等の活用による環境保全施兼

の実施の拡大を打ち比＝ノた。

この施錐のlつとして、L本へ　長距離越境汚染閉

居として奴客が予測される∴粟アジア地区の酸性雨（酸

性沈新）対舞として、「兼アジア酸性雨モニタリング

ネットワ～クシステム（EANET）J　を提案し、関

係各国の矧司を得て準備が進められている。その実務

機関として1998年新闇市に暫定酸性雨ネットワーク

センターが設置され、2年間の予定で体制怒偏が始ま

った。

＿酸性雨とは
酸性雨は餃性度（pll）が5．6以卜の雨のことと思

われていたが、張近では雨だけでなく酸性降ド物をす

べて酸棺雨として扱うようになっている。

化イ丁燃料が燃焼して排日される硫黄酸化物や窒素酸

化物が、大嶺中で健化され威厳や硝戸酎こ変化し、再び

地上に戻ってくるコースは2つある。

一つは∴光を作一）ている水滴に溶け込んで、雨、智、

霧などとして地上に戻ってくる。これが湿性沈眉で、

このとき硫酸や硝酸が多く溶け込んでいると、雨水は

強い酸性をホすので、酸性朗という名前が広まった。

もう・つは、分子のまま、又は、大難中の微粒子と

結合して、鳳に運ばれ他動こ戻ってきて、樹木（括生）、

建造物に什器したり、暗には、わずかだが肺の中にも

入る。蛸れた臼にも風に乗って硫酸や硝酸が地上に注

いでいる。これを乾性沈着という。

地l二に戻った酸は」：嬢や湖沼を焙仲にする。この影

響度合いは、ヒ壕や漸椚のアルカリ庇とどれくらいの

6）学習会・情報交換会

2000年2月20日、土地の方にもご一抹していただ

き千楽市緑区下大和田の谷津田を中村先生と渉きます

関心をお持ちの方、ぜひご参加下さい。ご連絡は事務

局まで。

已二二二二二二二二エ琶ニミニ竺・ニⅩニ；宝丁ニ；蹴二m二二；：ご‡二・：ド嵩Ⅹ二二二且

酸が大気から地上に入ったかによって決まる。つま

り強い鮒の雨が少し降るよりも、それほど陵便座

が強くない雨が多く降ったときの方が、沈．普した健

の於が多くなる場合もある．▲　また、刷物や、建造物

に付宥した鮫はわずかの敬でも、わずかの水や寓に

より、強い酸性の故事が出ることもある。即ち、酸

性雨間藤はpHと沈着餞をあわせて考えることが必

要です．ノ

3　国際的な取り組み

酸性降下物の枝番は、かなり早い時期から、花崗

岩質の湖の多い北欧や北米で湖が酸桃化し魚が死滅

したり、森林が大規模に括れる事態が起こり、その

原因が気流に乗って越境してきた酸性雨であること

が明らかになった。そこで、1960年代には欧州全域

に測定網が広げられ、ユ977年には、欧州監視評価計

画（EMPA）で包宿的枠組みへと着実に進展している。

北兼でも1980年からカナダとUSAで酸性雨モニ

タリングネットワ…ク等の調査が行われている。

東アジアは、世界人口の］／3強を有し、エネル

ギー消炎も増大し、ユ995年の牡銀のレポートでは、

このまま有効な対策がとられなければ1990年から

30年間で束アジア全体の硫黄酸化物排Hl故は3倍に

なるとされている。いま、粟アジアにおいて、酸僅

降下物の現状を把凝し、的確な施策を鋪じることが

慮要である。

東アジア酸性雨モニタリングネットワークの概要

1．組締名称

東アジア酸性雨モニタリングネットワーク

∴．亘漬＿

1994年～1998年　提案、合意

1998咋　r暫定酸性雨ネットワ一一クセンタ・一】発

足し、試行稼動期間として体制整備を耽軋

rE式「酸性雨ネットワ一・クセンター」は2001年

発起・㌣定。暫定ネットワークセンターが正式ネッ

トワークセンターに移行予定

3．加盟国　　10か因

日本、締1軋　中間、モンゴル、ロシγ、タイ、



マレーシア、ベトナム、ブイリッピン、

インドネシア

（オブザ＝バーとして北米、欧州の汚染問題の長

拒離越境間腐技術者、世銀、国連等の機関も参画）

4　観測システムの規模　　（・一滴ト予測を含む）

関係10か国でで酸性降下物の試料採取、観測点は

恐らく500～1000個所に及ぶと見られるが、EA

NETネットワ一一クに所属する、現場での測定分

析観測局、又は、試験分析センタ・－（設備は大小

ある）の設置は50か所以上になる見込。

①日本国内では現在「国設酸性雨観測局」が約60

か所（自治体独自の観測局は含まず）あるが、そ

の内10か所がEANET測定絢にいれられる。

②中国では約230箇所の測定拠点があるが、EA

NETには9箇所が入っている。

5．酸性雨モニタリングの内容

①　湿性沈潜物（雨、雪のpHや成分分析など）

②　乾性沈着物（ガス、エアロゾルの成分分析な

ど）

③　土壌（pHや成分分析など）

④　植生（樹木の衰退度、新鮮楽中の成分分析な

ど）

⑤　陸水（河川や湖沼の水質や底質の重金属など）

⑥　気哉（気温、湿度、降雨塵、日射盤など）

⑦　その他、データの粂約、報告静の作成、モニ

タリングマニュアルの作成、教育訓練の実施、

大気汚染発生源のインベントリー軽僻などを

行う。

以上

（辻川　毅）

⑳エコマーク取得支援

エコマークは、（財）日本環境協会の認定する環

境ラベルです。謬定を受けるには、エコマーク商品

認定申込許を記入し、各種添付資料や証明番をつけ

ることになります。慣れないと、費用と時間がかか

ります。小生、3社　8商品の認定の支援をプラスチ

ック商品でおこないました。

今後、エコマークを取得したいとお考えの企業が

あれば、引き就き支援いたします。

連絡先：安野　裕　　TEI．・0438－68－2325

e－maiユ：muginoyu＠mO8．alpba－net．ne，jp

☆第3回総会と詐演会のお知らせ

日時：2008年2月13日（日）13時～16時30分

場所：千葉中央コミュニティセンター

会員には請演等、詳細を後日連絡します。

★ホームページの開設

当協議会では、会員の有属富穂氏のご好意でイン

ターネット上にホ一一ムペ一一ジを閃きました。

まだ始めたばかりで充実していませんが、煩次、

主催行事のおしらせや広報の記事、カウンセラーー登

録票など加え、環境カウンセラーの存在をアピール

できる物にしていきたいと思っています。

ホームページアドレスは

h比p：／／www2．ju8tnetne．jpトanmatOmi上0

Ⅰ環境カウンセラー千葉県協議会会報

卜事務局：干葉市中央区本町トー4－24寵谷公輔ガ

☆広報へのこ意見、原稿の募集

広報へのご意見、環境カウンセリング実施例、虞

大な環境情報などを、Faズまたはメールでお寄せ下

さい。

Fajここ0471－63－1554　（轟中）

Eメ一一ル：YMURON＠且01．cDm

★賛助会員募集

環境カウンセラー千葉県協法会に賛同する個人、

団体の賛助会員を募集しています。

会費：個人l rコ3，000円　団体1口10，000円

第6号　（発行日1999年12月25日）

連絡先：Tel＆Faヱ　043－223－7807（ちば環境情報センターー内）

郵便振替口座・00110－5－34692（会費未納の会員は、こちらに入金して下さい。）

編集：環境カウンセラー一千兼県協縫会広報部会く佐藤、嘉中、大山、辻川、久本、今井、）

会見数：94名　　賛助会員：7名

‾ヽ
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環境カウンセラーは、環境庁に認定された環境の専門家です。

環境調査、環境管理・監査、廃棄物対策、環境教育・学習などお気軽にご相談下さい。

環境カウンセラー千葉県協議会総会開催

2月13日（日）午前10時より、千葉中央コミュニ

ティーセンター視聴覚教室で、2000年度の協読会総会

が開催された。

当日は64名（うち委任状22名、会員総数102名）

の参加を得て、長沼氏の司会で小角代表を議長に選出、

1999年度の事業（広報4回発行、研修・講演会2回、

夏期宿泊研修会、柏崎刈羽原子力発電所見学、企業セ

ミナー、環境マネジメントシステム支援センターの設立な

ど）、収支について報告された。

次いで2000年度の事業計画並びに予算について説

明があり、前年度より充実した内容を推進するという

合意を得て承認された。

次に規約について、新しい組織として事業部及び情

報部を設置すること、環境マネジメントシステム

（EMS）支援センターをプロジェクトとして組み込む

こと、運営委員のうち代表及び副代表という呼称を、

会長及び副会長にすることなど、活動を積極的に展開

していくための一部改正が討議され、承認された。

最後に、役員の選出に移り、村上利子氏が会長に就

任し、小角氏、神藤氏が顧問として協力する体制とな

った。新たに設置された事業部長には田中茂氏が、情

報部長には有馬富穂氏が、環境マネジメントシステム支援

センター長には林正徳氏が選出され、責任を担うことと

なった。

21世紀まであと1年となり、ますます環境問題は抜

き差しならない状況に入っており、その間口も奥行き

も広い。これに対し、現在の当協議会の活動には確立

したものがなく、「共に学びチャレンジする。走りな

がら考える」という姿勢で進んでいる。今後、社会に

対するより大きな貢献をしていくためには、本協議会

の基盤を強固なものに築き上げていかねばならない。

今後、環境カウンセラー相互の連携及び協力をより深

めることとし、総会を終了した。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

会長挨拶　　　　　　村上　利子

当臨議会平成12年度

総会で、村上利子が会長

に選出されました。

小角、神藤両先輩には、

設立以来お骨折りを頂

き、会員一同感謝してお

ります。

さて、私は30年余“次

の世代へ安全なくらしとよい文化を、バトンタッチし

たい”と消費者運動をして参りました。環境問題を含

めて“Tbhk Globany，Act Locauy”を実践して参

りました。浅学非才の私が続けてこられましたのも、

実は多くの有能な皆様のお力をお借りできたからです。

当協議会も3年目に入りました。事業者部門の会員

を中心として環境マネジメントシステム支援センター

を立ち上げました。

1本の矢より3本の矢の方が強い。皆の意識が高ま

れば、点が線になり、更に面になっていきます。継続

すればなおさら強固なものになっていきましょう。

個人各位が優秀でも、ただ参加しているだけでは会

の力にはなりません。お互い交差交流してこそ、真の

団体の力が発揮できるでしょう。

今の日本は激しい変化の時です。気付いた者が環境

に対して発言し、先導するときでしょう。何もしない

のは後退することです。イースター島のモア族の悲劇

は明日の日本になりかねません。

会員各位の熱烈なご意見を歓迎します。決定したこ

とには従っていただきます。環境カウンセラーは紳士

淑女の集まりです。老いて、更に爽やかにをモットー

にしたいものです。言葉足りませんがご挨拶とします。
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「振り返れば2年」

顧みれば、当協議会結成の発端は平成9年9月、代々

木のオリンピック・センターで開催された第一回環境

カウンセラー研修会に遡る。たまたま所属した分科会

10名の中に、千葉県在住者が4名入っていたところか

ら当協議会設立の話題がスタートした。

言い出しっぺの何とやらで初代代表を仰せつかった

が、もとよりこの種の会はその運営に関してもボラン

ティアシップが必要であり、理想的には世話人も輪番

制で行うほうが宜しかろうと考えお引き受けしてきた。

間口の広い環境問題に関し、個人の経験t知識の活

用が基本である環境カウンセラーとして、緩やかな結

合の内にあって、一種の異業種間交流にも似た双方向

学習が肝要であり、また楽しみでもあるとしてスター

トした。以来、メンバー各位のご尽力により一歩づつ

ではあるが活動の輪を広げると共に会員相互の理解も

深まってきたことは喜ばしい。

平成12年度役員（敬称略）

会　　長

顧　　問

顧　　問

副会長兼事務局長

副会長兼情報部長

副会長兼広報部長

総務部長

企画部長

事業部長

村上　利子

小角　浩

神藤　賢

龍谷　公輔

有馬　富穂

佐藤　素子

長沼　明

野口　康男

田中　茂

（前代表　小角　浩）

その後各地で結成されてきた協議会とも連繋を保ち、

平成10年5月以来会合を重ね、ユ1年1月からは環境カ

ウンセラー関東連絡会として発足、これまた初代幹事

を務めてきた。現在では関東、甲信越13団体が加盟、情

報交換の場として活用されている。
一方この2年間、国内各地をはじめ、所謂海外先進諸

国、途上国の幾つかの現場を見る機会を得たが、

Recycle以前にWISe－uSe、Reduce、Reuseこそ肝要

であるとの思いを一層強くした。つまるところ環境

問題は、地球市民としての個々人の意識改革無くして

は全うし得ない、との思いしきりである。

多様性ある生物界の一員としてのヒトの存在を意義

あるものとすべく、環境カウンセラーの一人としても、

生涯学習を続けてゆく想いを新たにしているところで

ある。

平成12年度収支計画

（白：平成12年1月1日　至：平成12年12月31日）

単位：円

環境マネジメントシステム支援センター長

総務副部長

企画副部長

広報副部長

事業副部長

情報副部長

監　　事

林　正徳

鈴木　茂夫、

土田　茂通、宮村　啓二

大山長七郎、室中　誉博

愛野　裕、園広　隆紀

荒野　話也、辻川　毅

鹿川　一男、品田芳二郎

1．収入の部 塔#8�3��2�

前年度繰越金 �����#�8�3��2�

会費収入　100人×3，000円　r �3���3����

事業収入 �3���3����

雑収入 �#�s����

2．支出の部 塔#8�3��2�

広報誌作成　4回×25，000円 塔��3����

通信費　　　切手代他 塔��3����

消耗品費　　一一式 ��S���3����

会議費・使用料　一式 �3���3����

交通費 鉄��3����

印刷費1コピー代等 ��S��3����

講師謝金 田��3����

予備費 �#8�3��2�

環境マネジメントシステム支援センターを設立し、事業を開始 
2月6日（日）午前10時より、千葉中央コミュニティーセンターにて、当センターの設立総会が開催された。 

当日は19名（登録者総数28名）が参加し、来賓のご挨拶のあとセンター長の林正徳氏より設立までの経過が報 

告された。続いて議事に移り、規約及び規約細則、幹事及び役員の選出、予算、計画等の議事が採択されたら 

当センターは企業・団体の環境マネジメントシステムに関する支援活動および研修活動等の諸活動を行うこと 

を目的として事業を開始しました。特に、各企業の実状に応じて手厚くご支援することをモットーにしています。 

環境マネジメントシステムの構築・認証取得に関する支援はぜひ当センターにご相談下さい。 

連絡先：〒260－0012千乗市中央区本町1－4－24　環境カウンセラー千葉県協読会 

TEL＆FAX　O43－265－0277（林）、043－265－8533（田中） 



8号一3

「予算案から見た平成12年度環境行政の概要」

小角　浩（環境カウンセラー）

この程国会に提出された平成12年度政府予算案の

うち、環境庁関係の施策について勉強してみたい。来年

1月の環境省発足をも視野に入れて大きく7本の住が

立てられている。以下その概要を追いながら、特に新規

事業について注目してみたい。

1．地球環境と共生できる循環型の社会づくりの具体

化

a）21世紀の入り口において、環境基本計画を見直す

と共に、廃棄物・リサイクル問題の解決に向けた

循環型社会づくりのための法制度の整備を図る。

b）新たな環境保全技術の開発や普及に向けた支援

を充実するなど、企業活力を生かしつつ環境保全

型製品等が身近に普及する経済社会システムを

構築する。

C）循環型社会実現の重要な担い手である国民の環

境保全活動が更に推進されるよう、草の版の活動

の支援や環境教育・環境学習の充実・強化を進め

る。

d）住民の参加の下、自然との共生や健全な水環境の

確保など共生と循環の地域づくりを進める。

2．ダイオキシン類等の化学物質問題への耕極的・体系

的な取り組み

a）平成11年において「ダイオキシン対策推進基本

方針」、「ダイオキシン類対策特別措置法」、「PRTR

法」といった対策の枠組が整備されたことを踏ま

え、ダイオキシン類対策をはじめとする化学物質

対策を具体化し、強力に実施する。

b）更に、国民が次世代にわたって安心して暮らせる

21世紀の環境づくりのために、化学物雲引こよる環

境リスク低減対策の推進に向けて、体系的な取り

組みを強化する。

3．地球温暖化をはじめとする地球環境問題に対応す

る内外の実効ある取り組みの具体化

a）地球温暖化対矧こついては、遅くとも平成14年

（2002年）までに京都議定書を発効させるため、

国際的な環境づくりに全力を尽くす。

b）京都議定書の締き割こ向けて、6％削減訃標を達成

するための総合的な国内対策の枠組みを平成13

年度から具体化できるよう、その要素となる施策

の立案や試行を進める。

C）地球サミット後10年目の節目となる平成14年度

において途上国を含め世界全体の環境政策が大

きく飛躍することとなるよう、大臣級の国際会銭

の開催等を通じた政策対話やアジア太平洋地域

等に対する国際協力の推進により、世界の地球環

硫問題への取り組みを主導する。

4．大都市地域の自動車環境対策等の拡充

a）大都市地域の自動車交通等に起因する大気汚染

の改善を図るため、大型ディーゼル自動車の代替

に盟点をおいて、低公簿車の普及を推進すると共

に、自動車から排出される窒察酸化物（Nox）の

総数削減のための新たな施策の検討や新たな騒

音環境基準に対応した道路交通騒音対策の充実

を進める。

b）浮遊粒子状物質（SPM）について、規制を含め総

合的な対策を検討するとともに、浮遊粒子状物質

の中でも微小な粒子状物質（PM2．5）についても、

対兼の検討に向けて測定・評価手法の確立を目指

す。

5．国土のそれぞれの場所に応じた多様性のある自然

の積極的な保全

a）森林や湿原など国土の異なった場所に応じて、そ

れぞれに多様性のある自然が保たれるよう、戦略

的な保全を進める。

b）人と野生鳥獣との共存をl窒】るため、改正鳥獣保誰

法に基づき、科学的な鳥獣の保護管理を積極的に

進める。

C）自然とのふれあいの推進を図るため、自然公園等

において環境との共生や自然環境学習等に乱点

を泣いた施設整備を進めるとともに、自然体験学

習などのソフト面の施策などを充実する。

6．公賓健康被者の補償と予防

（略）
トーさ

7．21世紀にふさわしい環境行政を的確に進め得る

「環境省」を実現するための体制整備

a）平成13年（2001年）1月に環境省が設置される

ことに伴い、廃棄物行政の一元化、化学物質対策

をはじめとする幅広い事務の共管化、地球環境問

題への取り組みの強化等に対応した組織・定員を

確保し、体制の充実強化を図る。

b）顔の見える環境省を目指して、環境行政への国民

の理解と参画を進めるため、環境に関する調査の

情報を分かり易い方法で国民に提供する。
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「地球温暖化防止と省エネ法改正のポイント」
神藤　賢（環境カウンセラー）

環境問題はいろいろあるが、あまり影響がすぐには

出て来ないが人類には非常に大きな環境問題が地球温

暖化である。最近温暖化による影響が身近にも出てき

て、昨夏の猛暑で杉の雄花が5倍にも増えたため今年

は杉の花粉が非常に多いと言う。昨夏海外に旅したが、

どこも酷暑で、同じ街でも30年前に比べて随分暑くな

ったなと感じた。

テレビや新聞でも、ヒマラヤの氷河が融け氷河湖の

崩壊の心配や、南極の氷が融け南太平洋の島が水没し

つつあると報じられている。データでは、この10年間

で気温が0．3度上り、海水面も6cm上がっている。

このまま行くと2100年には海面が60cmも上がり水

面下に沈む国や島も多く出てくる。乾燥による穀物の

不足も生じる。

これは温室効果ガスの増加による気温上昇による

もので、温室効果ガスの92％を占める炭酸ガスが増え

る為による。炭酸ガスが何故増えるかと云うと、人口

の増加や生活水準の向上により世界のエネルギー消費

が増え（1999年と1950年では5倍に、このままでは

2010年には6倍にもなると云われている）エネルギー

供給の源である化石燃料（特に石油）の消狸増による

ものである。

石油や天然ガス資源も今の消費を続けるとあと数

十年しかもたないと云われ、我々は子供達のためにも

大切に使わなくてはいけない。

地球温暖化が恐ろしい勢いで進んでいるので地球

温暖化防止京都会談（COP3）で、温室効果ガスを日本

は6％、アメリカ7％、EU8％（ロシアは0％）削減

することを約束した。これに向けた当面の方針として、

通産省ではエネルギー起閑のC02については2010年ま

でに1990年レベルに安定化させるとしている。具体的

に言うと2700万トン（炭素換算）の炭酸ガスを、エネ

ルギーは原油換算で5600万Kl削減する必要がある

（1996年に比べ）。

日本のエネルギーの消費構造も1／4が民生（住宅・

建物）、1／4が運輸（主は自動車）、1／2が産業と変り

年々のエネルギーの増加のなかでこの達成は大変な事

で、各種の省エネルギー、原子力の増強、新エネルギ

ーの増加等全部やって始めて出来る駅である。原子力

については今難しい状況だが、2010年まで50基ある

原子力発電所を20基増設し、全体のエネルギー供給の

17％を担う（今は12％）前提になっている。新エネル

ギー（風力、太陽光発電）も2010年には3倍に増やす

が全体の3％にしかならない。省エネルギーについては

以下の様に精神的なものも含めあらゆることを実行す

ることになっている。

①　省エネルギーの義務づけ［産業での規制の強化、

家電OA磯器等の効率改善、自動車の燃費改善］

（約2710万Kl省エネ）

（診　省エネルギー誘導［中堅工場等の省エネ、住宅建築

物等の省エネ性能向上、他］（約1470万Kl省エネ）

③　インフラの整備等による省エネルギー誘導［物流の

効率化、渋滞解消等交通対兼、他］（約890万Kl）

④　国民のライフスタイルの根本的変革［冷房28度以

上への引き上げ、暖房20度以下への引き下げ、自

動車利用の自粛、他］（約500万Kl省エネ）

しかし上記の省エネ、原子力、新エネ等全部行い炭

酸ガスが1990年並になっても、それだけでは温室効果

ガス（炭酸ガス、メタン、酸化窒繋、代替フロン等）

を6％削減出来ない。その対策として日本が金を出して

海外での植林、海外での工場等の省エネルギーを行い

その枠を異い取る事などで6％減を達成しようとして

いる。費用も多大なものになろう。

この様に温暖化防止は国、企業、個人としても大変

な事である。個人としては1人1人の行う省エネルギ
ーが地球温暖化防止に貢献するのだと云う意識を持ち、

小さなことでも実行することが必要だろう。

石油価格の上昇（第2次石油ショック時並み）、ア

ラビヤ石油の石油採掘権喪失など世界情勢、経済情勢

も段々難しい方に進んでいる。生活水準を昭和30年代

に戻す事が難しいなら一一層の省エネや原子力発電にも

理解を示す必要があろう。

私自身は出来るだけ車を使わずバスや電車（エネル

ギー効率は自家用車の20倍良い）を利用したり、冬の

間は屋内でも厚着をし、冬のイチゴやトマト（温室栽

培で同じ体勅の石油が必要）は食べない事にしている。

2000年度第2回研修会（予定）（会見には追って連絡します。）

日時：2000年5月14日（日）13時～16時　　場所：干葉市中央コミュニティセンター

環境カウンセラー、県環境調整課などによる環境ホルモン、地球温暖化対策およびNPOなどの講演を交渉中。

終了後、懇親会も準備中です。
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「人と自然との豊かな触れ合い」を考えるワークショップに参加して

鳥　　　　　　　　　　作業成果の発表

2月18日～20日、千葉県本埜村で日本自然保護協

「　会（mCS－J）が開催したワークショップ「人と自然

との豊かな触れ合い」に参加しました。

1999年6月から施行された環境影響評価法で、環境

アセスに「人と自然との豊かな触れ合い」が新しい評

価項目になりました。このワークショップは「人と自

然との豊かな触れ合い」の具体的な調査方法、視点な

どについて、NACS－Jのスタッフとゲストや各地で自

然保護などの経験を重ねている参加者が議論し、作り

上げていくことを目的として開かれました。ゲストと

しては干葉県中央博物館の長谷川雅美先生、白井豊先

生、国立歴史民俗博物館の篠原徹先生が招かれ、参加

者は日本各地で活躍中のベテラン自然観察指導員17

名でした。

本埜村でのフィールドワーク

本埜村は印旛村の北で印西市と栄町に挟まれた、稲

作中心の農村です。97年4月、市の南部に北総鉄道牧

の原駅に隣接したニュータウンが街開きし、牧の原駅

から市の北部の小林駅までのバスも開通し、東京まで

1時間あまりで行かれるようになりました。

18　日午後は小林地区の下総台地の現状把握、19日

は午前中は物木台地と谷津田の現状把握を行いました。

我々干葉県人にはなじみの深い台地と谷津田の風景で

すが、日頃見慣れた千葉市の谷津田に比べると谷頭部

の泉やねだれ部の湧き水などの水量が多く、斜面林は

もちろん台地の林もかなり残っています。林はクヌギ、

コナラ、赤松、杉、ヒサカキ、ヤブツバキなど多種類

の樹木が混在しアズマネザザがはびこるなど、手入れ

されていないものの、短い時間の観察にもかかわらず、

オオタカ、ノウサギなどにも巡り会い、自然の豊かさ

を実感しました。

また、お寺や神社をはじめ、雨、石仏、板碑など古

くからの生活がしのばれる歴史的遣物も、数多くあり

田中　茂（環境カウンセラー、自然観察指導員）

ましたが、中には倒れたり破損しているままになって

いるものもあり、村社会の崩：暁を感じました。
一方では、堀込み式の北総鉄道、ニュータウン、基

盤整備された大規模水田、3両コンクリート水路など

開発や農業の近代化により自然が無惨に壊されていく

状況も見ることができました。

3つの視点

19日午後はゲストの先生方による「人と自然との関

わり」を把握する3つの基本的な考え方について講義

があり、白井先生は歴史地理学の視点から、長谷川先

生は景相生態学の視点から、そして篠原先生は環境民

俗学の視点から話されました。私は専門の地学や大好

きな生物の世界に夢中になってやってきましたが、民

俗学や文化人類学からの視点があることを知り、大変

勉強になりました。

開発の意味すること

日本全国いたるところ、総箱庭化現象（地形に人工

的改変をほどこすこと）が起こっており、これ以上の

開発をすれば、多くの生物の生息がむずかしくなりま

す。しかし、現実の問題として、国内の南北問題もあ

り、残念ながら、これからも開発は続くと思います。

千葉県は首都圏の中でも平坦で地質も柔らかいので、

開発が最もやりやすいですが、高い山がないので汚染

に対する回復力が乏しく、開発をしてはならない所です。

開発の大波に翻弄され、村社会を捨て、人の心も、

文化もアメリカナイズされた状態で、谷津田の谷頭部

の湧水にいたドンコ（チチブ、ハゼ科）が悲鳴をあげ

ているように見えました。千葉県でもドンコのいる谷

津田は減っています。このような小さな生き物を21世

紀の子ども達の健全な成長のために、どうしても必要

なものと見るか、否かにより、この物木の谷津田の保

護、保全をするかどうかの重大な判断の分かれ目でし

ょう。できることなら残してやりたいと思います。

「人と自然との豊かな触れ合い」は環境アセスだけ

でなく、市民がまちづくりや地域計画策定に積極的に

参加して行く際にも、重要な要素としていかなければ

なりません。今後は地域を知る活動を広げ、その質を

高め、市民の側からのデータ蓄積が充分行われるよう、

地道な活動を続けていきたいと考えています。

今回の企画運営にあたられた、開発浜子さん以下

NACS－Jの皆さん、本埜村を案内して下さった本埜村

都市計画審議委員の押田正雄氏には、大変お世話にな

りました。衷心より御礼申しあをデます。
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和郎C警

参加体験型の
環境学習

私たちの身の回りには地球温暖化や環境ホルモン等

を始めとする様々な環境問題があります。これらの中

には一般の人の目に見えないものもあります。

「目に見えないもの」の中には情報がマスキングさ

れているものも多くあります。例えば「未解明」と冠

される環境ホルモン。徐々にその事実が明らかにされ

てはいますが相当奥が深いものです。また、フロンの

製造は禁止されていますが、製造済のフロンの行方は

どうなっているのでしょう？多くの人がもう悠長なこ

とを言ってはいられないことに気づいているはずです。

だったら、行動あるのみではないのでしょうか。この

「行動」へ結びつける効果的手法として環境学習試座

では参加体験型の学習が多く取り入れられています。

例えばアイスブレーキング。「はじめまして」という

アクティビティがあります。これはいくつかの質問を書

いたカードを渡し、相手を替えながら質問と回答を交

互に行っていき、参加者同士の心を和らげると同時に、

あらゆる人との交流の機会があることを気づかせます。

人は黙っていたらどんどん孤独になっていきますが、

初めてあった人でもこんなに仲良くなれるということ

に気づけば、自分の活動の輪はどんどん広がっていき、
一人ではできないとあきらめていたことでも可能にす

ることができます。環境学習でもこの部分は非常に重

要な部分だと考えられ、エコマインド等の環境学習辞

座ではこの「アイスブレーキング」にいくつかのアクテ

ィビティが組み入れられています。

次に大切なのは、コミュニケーションです。人と人は

意外に理解できないものです。多くの言薬を重ね合う

ためには、よく許を聞き、よく話させることが大切で

す。自分のコミュニケーションパワーを向上させれば、

魅力を覚えた人と抵抗なく話ができるようになり、大

きな財産を得ることができます。これらを促進させる

ために様々なグル】プワークが取り入れられています。

そしてもう一つ肝心なのは問題解決力。これを養う

ためには「地球への恩返し」といったコンセンサス（合

意形成）実習やロールプレイ（役割演技）といったアク

ティビティ、更に、ブレーンストーミングやKJ法といっ

た思考法が随所に取り入れられています。

このような講座は学校教育と違って短い期間でいろ

いろなことを体験するものなので、参加者には「学び

方を学んでもらう」こととしています。許座終了はr終

了」ではなく、実は「スタート」についたに過ぎませ

ん。がしかし、そこに立っているのはこれまでの自分

と違う自分が立っているはずです。そして、進むも戻

るも験方次第ということです。

私も、県主催の「エコマインド養成講座」や千葉市

の「環境学習指導者養成講座」に3年間ほど携わって

参りましたが、自分自身もこれにより変わったなと思

います。今、娘が二人いますが「ろくなこともしてや

れない父親が唯一君達にできることは、少しでも素敵

な地球を引き渡すことかな」と考えています。機会が

あれば、皆さんもぜひこのような環境学習講座に参加

してみてください。　　　　　　　　（僅谷　公輔）

★訂正

7号5ページ東アジア酸性雨モニタリングネットワ

ークの記事、3行目「○Ⅰ〕A（政府間無償援助）、円

借款等の活用による」の部分を「0工〕A（政府間無

償援助、円借款等）の活用による」と訂正します。

☆広報へのこ意見、原稿の募集

広報へのご意見、環境カウンセリング実施例、重

大な環境情報などを、Faxまたはメールでお寄せ下

さい。

yax：0471－63－1554（室中）

Eメー／レ：YMURON＠aol．com

★賛助会員募集

環境カウンセラー千葉県協誰会に賛同する個人、

団体の賛助会員を募集しています。

会費：個人1口3，000円　団体1口10，000円

環境カウンセラー千葉県協議会会報　　　　第8号　（発行日　2000年3月31日）

事務局：千葉市中央区本町1－4－24　簡谷公輔方　Tel＆Fax O43－224－4301

郵便振替口座：00110－5－34692（会費未納の会員は、こちらに入金して下さい。）

編集：環境カウンセラー千葉県脇読会広報部（佐藤、室中、大山、久本、他）、情報部（有馬、辻川）

会員数：94名　　賛助会員：8名

ホームページアドレス：　http：／／www2．justnet．neJp／～ari皿atOmiho／
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環境カウンセラーは、環境庁に認定された環境の専門家です。

環境調査、環境管理・監査、廃棄物対策、環境教育・学習などお気軽にご相談下さい。

第2匝l環境セミナー開催・第4期生を迎えて

地球温暖化・環境ホルモン・生ゴミの資源化・環境マネジメント

5月14日（日）午後1時より、千葉中央コミュニテ

ィセンターにおいて、今年度2回目の環境セミナーを

開催した。今回のセミナーは4月に第4期環境カウン

セラーが認定されたのを受け、新人歓迎とカウンセラ

ー相互の研修をかねて、県民に関心の商い環境問題を

とりあげ、一般紙などでも広報し、38名が参加した。

最初に村上利子会長より、環境保全の推進には、各

方面に渡って知識のある環境カウンセラーが協力して

取り組む必要があり、今後協議会として一周の活発な

活動をして欲しいとの挨拶があった。

続いて講演に移り、最初は「千葉県の地球温暖化防

止計画」について県環境部環境生括課副主幹の高梨秀
一氏が各国で推進されている温暖化対策を含めて、解

説した。銚子ではこの100年間で気温が約1℃上昇し

ている。千葉県はH．5年に千葉県地球環境保全行動計

画を策定し、H．8年には環境基本計画を策定した。現

在、H．10年制定の「地球温暖化防止対策の推進に関す

る法律」によって温室効果ガスの抑制を推進している。

千葉県の削減目標は6．6％であり、環境カウンセラーを

初めとして県民の協力を得たいとの話であった。

次に、r環境ホルモン分析の最新事情」について、

当協謎会の会員で日本環境ホルモン学会の理事である

久本寮秀氏が講演した。いま、注目を集めている環境

ホルモンについての環境庁の対応、67種の特定、ダイ

オキシン、PCB、塩化ビニール可塑剤の溶出問題など

について、分析レベルと健康との関わりについて分か

りやすく話された。

続いて、船橋市の環境審謎会委員で「環境にやさし

い会」リーダーの江口晴美氏が船橋市のゴミ処理事情

と、生ゴミ処理に有効な堆肥ボックスの開発や飼料化

への取り組みなどを紹介された。

最後に当会会見で発足した「環境マネジメントシス

テム支援センター」についてセンター長の林正徳氏か

ら、専門分野の異なる多くの環厨カウンセラーの協力

でひと味異なるISO取得の支援体制が整ったこと、既

に実務に入ったことが話された。

4期生に関しては、千葉県在住者12名が認定され、

内、9名が当協誌会に入会された。

今回のセミナーは、多方面の環境問題を理解する上

で、隆重なものであり、今後も同様なセミナーの開催

にあたっては、一層の広報が必要であることを、痛感

している。

2000年第2回研修会

⊂⊃生コミ減量の取り組み
環境にやさしい会

江口　晴美（環境カウンセラー）

環境にやさしい会は、1992年に発会し、環境にやさ

しい実践活動の普及、啓発のためのセミナー、環境フ

ェアの開催や政策提言などを行っています。中でも、

身近な生ゴミに注目し、生ゴミ減盈化の調査・研究・

推進にも取り組んできました。

船橋市のゴミ事情

船橋市の人口は約55万人、消掃センターに持ち込ま
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れるゴミ（H．10年度）は年間約21万七。その中の可

燃コミは約18万t。生ゴミは可燃ゴミの35％、約6万

3千tです。ゴミ処理経費は約95億円／年、生ゴミの

処理経費は約28億円です。何げなくステーションに出

している生ゴミの処理は、多額の税金で賄われていま

す。船橋市は市内のゴミ最終処分場がS．56年に無くな

り、以降、北茨城と秋田県に処分をお願いしています。

この事からも、ゴミの減免、資源化が大切です。

生ゴミの資源化

生ゴミの処理方法は、埋め立て・焼却・飼料化・堆

肥化・燃料化などありますが、生ゴミの環境負荷は下

の表に示すように、堆肥化、つまり微生物が生ゴミを

分解する時に発生するCO2量は、焼却時に排出される

盤の約1／300、SOよも約1／300、NOxは1／1000以下で

す。飼料として、生のまま使えば、排出はゼロ。環境

負荷からも、積極的に資源化に取り組むべきです。

ゴミ1t当りの環境負荷排出係数（単位：kg／t）

（ハウステンボス環境研究所資料から）

生ゴミ資源化についてのアンケートでは、肥料化や

飼料化に協力したい、分別に協力するという人は大勢

いますが、堆肥化や飼料化に自ら取り組んでいる人は

1％以下。ほとんどの人が協力したいと思いつつ可燃

ゴミに出しています。理由は、生ゴミ資源化ルートが

無い、堆肥化の方法が分からない、面倒、やる場所が

ない等です。

生ゴミ堆肥は成分が一定しないので、農家が使いた

がらないといわれます。しかし、生ゴミの堆肥化中に

ダイオキシンを分解する微生物が大量増殖し、生ゴミ

堆肥に土壌を混ぜると、1ケ月で土壌中のダイオキシ

ン類が20～30％減少したとの報告もあります。生ゴミ

堆肥は、畜産堆肥や化学肥料と比べても栄養分は豊富

です。多少使いにくくても、安全な作物が出来る生ゴ

ミ堆肥の評価は今後見直されるでしょう。

生ゴミ堆肥化BOXの開発

我が会は、ベランダで手軽に出来る生ゴミ堆肥化ボ

ックス作りに取り組みました。現在、ボックスは「BH
－5」として製品化され、船橋市・習志野市・印西市・

本埜村で購入時に補助金が出ます。

BH－5の特徴の1つは、市販されている腐楽土に付

着している好気性微生物群を活用し、特別な菌を使わ

ないので土壌を汚染しない、電力は使わないなど環境

にやさしいことです。

特徴の2はボックス内で完熟堆肥ができるので、そ

のまま土に混ぜて使えることです。＿堆肥を使わない時

は、乾燥保存し、腐葉土の代わりに使うので堆肥が出

来過ぎて細ることはありません。この場合、腐楽土を

買わないので処理費も全くかかりません。

特徴の3は堆肥化の方法が怖単で、だれでもいつで

も出来ること。毎日、生ゴミを腐葉土とよく混ぜ合わ

せ、ボックスの内カゴに入れ蓋をします。匂いが気に

なったら内カゴに腐葉土を足し麓拝します。4人家族

なら約1ケ月投入を続け、その後蓋をしたまま1ケ月

熟成させます。外箱は保温性があるので、目陰に匠い

ても冬でも堆肥化出来ます。

生ゴミの飼料化の取り組み

生ゴミの飼料イヒは、環境負荷がゼロの上、資源化か

らもー番効率が良いのです。飼料作物を作らず、捨て

ていたものをそのまま利用し、その上、肉や卵・牛乳

等が得られるのです。

我が会では、昨年の夏から鶏による生ゴミ飼料化の

研究を本埜村で始めました。1人1日に出す生ゴミは

約200g。親が食べない柑橘類の皮やネギ類・骨・キ

ャベツの芯等を除くと約80％の160gが飼料化出来ま

す。知1羽が1日に食べる飼料は約200gですから、

1人1羽の籍を飼えば、生ゴミの80％が減量され、そ

の上、新鮮な卵が食べられることになります。

三畝農業と街づくりへの夢

もっと効率が良いのが昔行われていた三畝農業です。

生ゴミの飼料で籍を育て卵を採る。1年経ったら勤を

隣に移し、以前の場所は鶏糞をすき込み野菜を育て収

穫する。また1年経ったら知をもう一つ隣に移し、知

のいた所で野菜を作り、野菜を作った畑は雑穀類を作

る。その次の年は、2年前に勉を飼っていたもとの所

に鶏を戻す。このように次々に場所を移し、飼料代も

肥料代もかけずに効率よく収稚する農業です。

船橋は東京のベッドタウンとして市街化が急激に進

みましたが、農地と隣接している所が多くあります。

又、農家は人手不足で困っています。生ゴミの資源化

ルートが出来ない理由の一つに生ゴミの腐敗の問題が

ありますが、我が会では、近所の住民参加の三畝農業

の実験を今年度から始めます。

オーナーは、生ゴミや労働を近所の農家に提供し、

新鮮な野菜や卵を手に入れます。コミュニティが自然

にでき、ここに住んで良かったと思える。地元を大挙

にする人が増えていく。生ゴさの減数運動は、楽しい

街づくりにも繋がっていくはずです。

生ゴミ堆肥化ボックス・Br卜5の問い合わせ先

（株）共進　TEL．043M259－2323　FAX．043r259－9192
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2000年第2回研修会

環境ホルモン分析の最新事情
～分析の視点より′～

環境カウンセラー　久本　泰秀

日本環境ホルモン学会幹事

1．環境ホルモン（外因性内分泌擾乱化学物質）

環境ホ′レモンの研究は、「奪われし未来」発表以後、

多くの研究者が取り組んでおり、その因果関係を示す

研究発表とともに異論も出て、今後の検証が待たれる

ところである。環境庁は、「環境ホルモン戦略計画－

SPEED98」（1998．5）にて、内分泌按乱作用を有すると

疑われている化学物質の67種を特定し、公表した。そ

れらについて研究・調査や分析法が検討されているが、

ここでは、話題になっている化学物質のいくつかを例

示する。

①ダイオキシン類：焼却などで発生する非意図的生成物

ダイオキシン類対策特別措置法が2000．1．15施行

され、焼却場、工場等からの排出削減目指す

．ダイオキシン摂取量（国環研9912）：日本人1日

摂取量、体重1kgあたり2．60pgTEQと推定。90％

は食事から。（耐容摂取量：4pg）

②ポリ塩化ビフェニール類（PCB）：72年生産中止

．熱媒体としてトランスなどに使われ、電力会社な

どで大量保管されている。処理法検討中

．東京湾底の泥にたい積されているPCB　とノニルフ

ェノールは70年以降減少，ビスフェノールAは増

加（東京農工大99／7）

．pcB含有廃油の環境流出への警告：魚介類にPCBか

ら変化したコプラナーPCBが増加している：定量的

な数値未確認（愛媛大学、2000／2）

③ヘキサクロロベンゼン（HCB）：殺菌剤、有機合成原料

ベンゼン排出量の20％はディーゼル車から（都環

境科研9912）

．ディーゼル排気ガスの生殖への影響（東京理科大

9912）：証拠ないとの結果報告。

④トリプチルスズ（TBT）、トリフェニルスズ（TFT）

．船底塗料、魚網の防腐剤

．魚類、貝類調査により海水汚染改善傾向確認（環

境庁98年度）

∴海産新腹足類におけるTBT誘発性インポセック

スの調査研究（狙、ツイタウ大99／12）：巻貝等

への影響確認。

⑤アルキルフェノール、ノニルフェノール

．界面活性剤の原料、分解生成物

．塩化ビニル製ラップで温めたおにぎり他よりノニ

ル検出した（消費者連盟99／12）

．アルキル、ノニルの東京湾マコガレイに対する影

響（東京水産大）：注目の異常なし。

⑥ビスフェノールA：

．樹脂の原料、ポリカーボネート製ほ乳ビンなど

．ねずみへの慢性投与実験で行動異常報告（星薬大

99／12）

．低容量BPAのラット精巣への影響報告（国立環境

研99／12）・影響ありの報告。

（9スチレンの2および3畳体：

．スチレン樹脂の未反応物：eX．カップラーメン容器

．スチレンめぐって危険派、安全派の論争あり。

⑧フタル酸エステル類：プラスチック可塑剤：eX．玩具

．フタ／レ酸の雄ラットに対する発生生殖毒性の報

告：生殖の変化を認めた。（ウィスコンシン大99／12）

2　環境ホルモン分析の今後の課題

環境ホルモンの分析はほとんどがガスクロマトグ

ラフ質量分析法（GC－MS）による分析であるが、極

微畳で対象成分の種類が多いので課題も多い。
一成分毎の対応では労力、時間がかかる。装置側

にも、一斉分析や一層の検出感度向上が求められて

いる。さらに、いつでもどこでも同じデータが出せ

るよう分析法の世界整合や自動化、ISOに準拠した

試験所の認定や、分析技術者の技能認定、標準物質

の整備なども必要である。

また、多くの化学物質に対して、環境ホルモン作

用の有無を簡便に判定するスクリーニング試験法の

開発も急がれる。

3．おわりに．環境ホルモン問題の考え方について

環境ホルモンの人間との因果関係を定量的に解明

する研究も、今後ますます進むとは思われるが、わ

れわれは、この間題を環境問題全体の中で、客観的

な見方や判断を持ちたいものである。たとえば

①数字の意味するものをしっかり理解すること、特

に数字の一人歩きには、注意しなければなるまい。

安全を見過ぎた基準値の設定や業界を意識した甘

い基準値にも注意したい。

（診リスク管理の見方を導入して、より客観的な評価

の出来る目をもちたいものである。

③相互干渉や複雑系の考え方で、環境ホルモン問題

を捉える必要があるのではないか。スリランカで

はDDTが使えなくなって蚊が増えてマラリヤの死

者が100倍になったとの情報もある。1局面の利

害にとらわれて、どちらを立てたら良いのか判断

の難しいものもある。

④いずれにしても、環境ホルモン問題は、人類存続

を占うシンボル的意味合いもあって、注意深く対

応してゆきたいものである。
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2000年第一回研修会

環境庁指針に基づく

地質地下水汚染の概要について
（棟）テクノアース顧問　品田芳二郎

環境カウンセラー

昨年3月「土壌・地下水汚染に係る調査、対策指針

運用基準」環境庁水質保全局編（以下指針と略記）が

発刊された。その内容を入れながら地下の汚染につい

て考えてみたい。

1．くさい物にフタ、深刻な地下汚染

「指針」発刊にあたって、の冒頭に「土壌や汚染や

地下水汚染に対する関心が高まってきています。」と

のべている。

その背景には、すでに新聞などで報道されているよ

うに、有機溶剤の汚染だけでも3万カ所以上あり、重

金属を含めると調査が必要な地点は44万カ所に上る。

そして「条例で土地売買時に汚染調査を義務づけたり、

指導したりする自治体は増えつつあり、土壌を浄化す

る企業も現れ始めた」と、地下の汚染の深刻さと解決

しなければ、という機運が高まっていることがある。

昭和30年代後半から50年代にかけ、高度経済成長

は我が国に公害をもたらし、その後日に見える大気汚

染や河川の汚染はそれなりに改善されてきた。しかし、

人目に付かない地下の汚染は隠され、「くさい物にフ

タ」をしたのである。

2．汚染源除去が対策のカギ

地下の汚染は大気や河川の汚染が風や流水によって

流れ去るのと異なり、長期間にわたり汚染源周辺の地

層内に留まる。そして雨水により地下水面に達した汚

染物質は地下水の流動方向に地下水汚染を発生させる。

地下汚染の対策は単に汚染された地下水を汲み上げ

るだけでは解決せず、その元になっている汚染源を突

き止め、それを除去することが最も重要である。

3．指針は一般的手法、「場」に応じた手法を

昭和63年に発生した君津市のトリクロロエチレン

の地下汚染以来、各地で地下汚染が騒がれてきた。「指

針」は平成4年、6年と改訂を行ってきて、今回の「指

針」である。この分野の調査・対策手法が急速に進ん

でいることを示している。

しかし、この指針は総論で一般的手法を示したもの

であり、対象地などの状況に応じて、本指針以外の手

法を用いてもよいと述べている。それは地下の地質状

況は地下水を含め、多種多様であり、汚染物質の種類、

量などによってもその調査・対策は場に応じた対応を

しなければならないからである。

4．指針の主な改訂点

今回の指針が前回と異なる改訂点はいくつもあるが、

第1に農薬をその性状に応じて下表のように重金属と

揮発性有機化合物にわけ、3分類から2分類にしたこ

とである。

平成6年指針

重金属等に係る指針

カドミウム、シアン、鉛、6価クロ

ム、石比寮、水銀、アルキル水銀、

PCB及びセレン

有機塩素化合物等に係る括針

1．有機塩素化合物等

シ◆タロロメタン、四塩化炭素、シす

ク川エタン、シ■ク叩エチレン、トリクロ

ロエタン、川クロロエチレン、テトラクロロ

エチレン、及びへ◆ンでン

2．農薬

有機ル、シークロロプロへ’ン、押

ラム、シマシ◆ン及びチか－ンカルデ

第1草　総論

第2寧　重金属等に係る調

査・対策

カドミウム、シアン、鉛、6価ク

ロム、批素、水銀、アルキル水

銀、PCB、有機リン、チケラム、

シマシーンチか◆ン如ゲ及びセレン

第3章　揮発性有隆化合物

に係る調査・対策

シ◆タロロメタン、四塩化炭素、

シ■タロロエタン、シ■タロⅨエチレン、ト

リク叩エタン、トリクロロエチレン、テト

ラクロロエチレン、ヘナンでン及び

シークロロプロへ○ン

化合物の頭数字は省略・下線が変更になった点

第2に、調査・対策の進め方について、①汚染井戸

が発見されたが、まだ汚染源が確定されない場合（地

下水汚染契機型）②対象地内の汚染の有無は未知だが、

汚染のおそれのある場合（現状把握型）③対象地内に

汚染の存在が明らかな場合（汚染発見型）にわけ、そ

れぞれの場合毎に調査の進め方などの考え方を示した。

第3に、簡易測定法を目的に応じて使い分けるよう

示した。近年簡易測定法がめざましい発展をとげ、検

知管法、分光光度法、比色法など現地で直ちにしかも

安価である程度精度の良い値が出る有利さがあり、普

及している。汚染源を絞り込む調査に特に使用されて

いることを受けたものと思う。

5．深く広く汚染する有機塩素化合物

重金属の汚染は一般に浅膚部（5～10m）でのこと

が多いが、有機塩素化合物の地下汚染はその性質（重

い、粘性が低い、水に溶けがたいなど）から地下深部

まで侵入し、深度30～40mに達することがあり、また

1km以上離れた地下水まで汚染することがある。発ガ

ン性があるといわれるこれらの有機塩素化合物の全国

的な調査・対策を特に急がなければならない。

6．土壌ではなく、地層または地質とすべきでは

環境庁は「土壌汚染」というが、辞典によれば、土

壌とは「地殻の最表層にあり、細分化された岩石が化

学的・物理的および生物的に風化・分解した物に、動

植物の腐食物が混合してできたもの」とある。

すなわち土壌は一般的に地表から数mの範囲で全く

実態に合わない。また土壌汚染というと、ほんの表層

が汚染されていると受け止められ、地下の汚染の深刻

さが伝わってこない。ここは従来の慣習にとらわれず、

科学的に地層汚染、または地質汚染と改めるべきでは

なかろうか。
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第8回いちかわ環境フェアに参加！

市長に排ガス軋定装置の説明をする辻川氏

平成12年度環境月間（6月）のイベントが、環境

庁、各自治体、環境団体が主体となり環境啓発のため

全国各地で行われています、千葉県においても、千乗

市、船橋市、市川市等が、環境フェアなどの行事を催

しています。

当協議会も、6月10日～12日、市川市のニツケコ

ルトンホールで、市川市と市民ボランティアが中心と

なって開催した「第8回いちかわ環境フェア」に初め

て参加し、環境カウンセラー活動のPR（環境相談と

ISO14001取得支援等）と、市民等への環境啓発を行い

ました。

環境啓発は‘‘環境保全は正確な測定から”をテーマ

として、環境庁の外郭団体の（社）日本環境技術協会

（石田耕三会長）とその会員会社の、柴田科学㈱、セ

ントラル科学㈱、東亜電波工業㈱、㈱堀場製作所に多

大な協力をいただき、最新の水質測定機器並びに、酸

性雨採取装置、燃焼排ガス測定装置を展示説明し、市

民ボランティア、環境カウンセラ【の方々が持参され

た、河川水、生活環境水、果汁等、多数のサンプルの

測定を一緒に行い正しい割り方と測定値の意味を学ん

でいただきました。

イベント会場には約900名が来場し、特に、目立っ

た当展示小間への来客は、市川市市長、議員、自治体

関係職員、近郊研究所の研究員、学校の先生方々で、

熱心に見学されました。市長は環境測定の重要性を十

分に認識され、我々の活動に理解を示されました。

このイベントを通して、環境カウイセラーの活動、

努力を広く市民に公開することが重要であり、活動、

努力にはリソースが必要と痛感いたしました。今回、

市川市の環境カウンセラーおよび協議会の役負が総出

で協力し、市民団体との交流ができたことは、これか

らの当協議会の活動にあたって大変有益であったと思

います。

最後に、今回のイベント参加にあたり、多大なご支

援を頂いた、（社）日本環境技術協会と出展各社とそ

のご担当者のご協力に感謝いたします。

（記　辻川　毅）

☆夏期研修会のお知らせ
昨年好評だった夏期研修会を今年も行います。

対象者は当協議会の会員および賛助会員

内容は会員の自己PRとワークショップおよび交流

日時：8月19日（土）13時

～20日（日）11時30分

場所：印旛郡本埜村滝878

千葉県休養ホームもとの荘

費用：一泊2食　8000円程度

オプション1．

廃棄物最終処分場（管理型）の見学

日時：19日（土）10時　現地（駐車場）集合

場所：千葉市花見川区こてはし町899

丸徳興業（株）こてはし最終処分場

オプション2．

本埜村の自然と木下層の貝化石観察

日時：20日（日）12時30分～14時

オプションの申し込みは研修会申し込み時に行って

下さい。

申し込み締め切り：7月21日（金）

問い合わせ　TEL＆FAX：043－265p8533（田中）

メールアドレス：PXZO4373軌ifty．ne．jp（園廣）

★やってみませんか　身近な生き物調査

環境庁では「身近な生きもの調査」の参加者を募集

しています。これは、全国の多くの人々がそれぞれ身

近な自然について調べ、環境庁で全国マップを作成し

ます。今年のテーマは身近な森、秋に身近な森で赤い

実とドングリを探します。マニュアルがしっかりして

いるので、1人でも行えます。調査を通して、自然へ

の関心も高まります。

問い合わせ：環境庁自然保護局生物多様性センター

身近な生きもの調査係

TEL O555－72－6033　FAX O555－72－6035

環境庁ホームページからもアクセスできます。

http：／／202，33．38．67／eanet／
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不法投棄を
監視しよう

5月30日はゴミゼロ運動の日、多くの市民が道路や

公園などでのゴミ拾いに参加し、改めて、不法に捨て

られているゴミの多いことに憤慨したことだろう。自

然観察などで山奥などに行くと、もっと大規模な不法

投棄のゴミの山に遭遇することは珍しくない。

下の表に示すように産廃の不法投棄の件数は、ここ

数年増加傾向にあり、H．10年には1273件、5年間で

5倍に増えている。特に小規模な物の件数が増えてい

る。産廃は本来、排

出事業者が最終処

分先まで処理内容

を確認することが

原則であり、不適正

処理が行われてい

れば、契約を解消す

ることが必要であ

る。しかし、排出者

が処理者の内容を

万トン産業廃棄物井弔去讐筆数
：111

Ⅸ）

餅）

40

ユ1

0

H5　H6H7　H8　H9HlO

（厚生省ごみのはなしより）

確認していないことが多い。廃棄物処理、処分には、

多額の費用が必要であり、不適正な方法で不正な利益

を得ることは絶対に許してはならないことである。行

政が排出者、処理者の事業内容を常々チェックし、指

導改善していく必要がある。不法投棄の後始末には多

額の税金が投入されるのである。

循環型社会元年をスタートとして

不法投棄が増えている背景には、最終処分地の残余

年数が逼迫したり、新たな処理施設が作りにくくなっ

ていることがある。今まで、一般にリサイクル（再資

源化）で対応してきたが、これからはリデュース（発生

抑制、省資源化、長寿命化）、リユース（再利用）を推

進し、廃棄物量の削減を一層進めなければならない。

国は、2000年を循環型社会元年と位置づけ、5月末

カウンセラー千葉県協議会会報

司：千葉市中央区本町1－4－24　龍谷公輔方

には廃棄物の削減再利用促進のための基本理念をまと

めた「循環型社会形成推進基本法」が成立した。すな

わち、第－に、生産段階から発生を抑制し、廃棄物に

ならないようにすること、第二に再利用ができるよう

にすること、第三に中間処理後、再利用すること、第

四に、最後に残った廃棄物は適正な方法で最終処分す

ることである。事業者は廃棄物を抑制し、使用済み製

品には中間処理をして、最終処分量を削減する義務を

負っている。市民も行政に協力し、分別回収し、リサ

イクル推進に臨力する義務がある。

不法投棄の監視をしよう

不法投棄は産廃だけではない。一般廃棄物の不法投

棄からポイ捨てまで、日常生活の中に深く浸透してい

る。不法投棄は景観を損なうだけでなく、有害物質が

溶けだしたり、害虫が発生するなど衛生上問題がある。

ゴミがゴミを呼び、大きな山になってからでは原因

者をつきとめることもむずかしくなる。初期の段階で

発見し、対策を講じる必要がある。

千葉県では市町村不法投棄監視員制度を設け、不法

投棄を発見した監視員は市町村に通報し、一般廃棄物

については市町村が処理し、産業廃棄物については県

に連絡する。H．10年度での総監視回数は32665回、

不法投棄発見回数2571回と大きな実績を上げている。

監視員でなくても不法投棄を発見した場合は、市に

連絡すれば同じように処理される。多くの環境カウン

セラーが循環型社会の一員として不法投棄、不法処理

の防止のため、活動して欲しいと願っている。

（大山　長七郎）

☆広報へのご意見、原稿の募集

広報へのご意見、環境カウンセリング実施例、重

大な環境情報などを、Faxまたはメールでお寄せ下

さい。

Fax：0471－63－1554（窒中）

Eメール：YMtJRON＠aol．com

★賛助会員募集

環境カウンセラー千葉県協蔑会に賛同する個人、

団体の賛助会員を募集しています。

会費：個人1口3，000円　団体1口10，000円

第9号　（発行日　2000年6月30日）

Tel＆Fax O43－224－4301

壷替口座：00110－5－34692（会費未納の会員は、こちらに入金して下さい。）

環境カウンセラー千葉県協議会広報部（佐藤、室中、大山、久本、他）、情報部（有馬、辻川

：104名　　賛助会員：13名

ページアドレス＝　http：／／www2justnet・nejp／～arinatomiho／　（古紙100％再生紙使
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環奨カウンセラーは、環境庁に認定された環境の専門家です。

環境調査、環境管理・監査、廃棄物対策、環境教育・学習などお気軽にご相談下さい。

夏季研修会開催

相互理解とさらなる明日にむけて

撃撃牽‾二苛
捏　∴　妄寸＿∴　こ強

8月19日（土）、20日（日）の両日、平成12年度夏季

研修会を印旛郡本埜村にある千葉県休養ホーム「もと

の荘」に宿泊して開催した。

開催にあたり

発足3年を迎えた当会は、会員も120数名に増え、

寄せられる内外の期待も多くなりつつある。そこで活

動を活発化するために夏季研修会は、つぎの内容にす

ることとした。

1．会見同士の相互理解と交流を深めるために参加者

が自己紹介と自己PRを行う

2．当会のアクションプランとすべき環境保全活動を

班別討儲し全体総括を行う

3．見学等のオプション研修をおこなう。

（a）丸徳興業㈱こて柿廃棄物最終処分場の見学

仲）野鳥と谷津田の観察

（C）12万年前の地質（木下層）観察と貝化石の採取

まず、全会員に案内状を郵送し、参加希望者に班別

討議のテーマ案を11項目提示し、各テーマへの関心度

を調べた。

参加希望者が23名になったので、班別討護のテー

マを上位4テーマ　省エネルギー、廃棄物、環境教

育、環境アセスメントにすることにした。

廃棄物最終処分蟻の見学

8月19日午前中、汚泥、廃プラスチック、もえがら、

ガラス陶磁器、鉱さい、建設廃材、石綿などの産業廃

棄物を10万m3処分できる丸徳興業㈱の管理型最終処

分場を川山専務、藤田課長のご案内で希望者16名が見

学した。

深さ15mの大きな姫割をつくり厚さ2．5mmの合成

ゴム製の速水シートを敷きつめて廃棄物を受け入れ、

中に溜まる水は汲み出して曝気沈殿、硫酸バンド処理

などの排水処理設備で昼夜連続的に処理が行われてい

る。この水処理は廃棄物の受入れが終わっても出てく

る水が自然水と同じになるまで行われるという。また、

処分場の東西南北には深さ30mの観測井戸が設置さ

れ、速水シートからの漏れ出しも監視されている。

このようにお金をかけて処分されているが、物理的

に限界があり、10万m3受入れ後の跡地は構築物の建

設はできないとのことで、あらためて廃棄物の削減努

力をしなければならぬことを痛感した。
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自己紹介と自己PR

午後1時、もとの荘に23名が集い、会員同士の相互

理解と交流を深めるために自己締介と自己PR、あるい

は昨年の活動紹介を行った。参加者の環境への思い入

れが大きく、1人当たり7～8分の持ち時間をオーバ
ーし、夕食時間になっても終わらぬ事態に、中断、夕

食後再開、午後9時まで行われた。

続いて、更なる交流を深めるためにわずかなアルコ
ールでのどを潤しながらの懇親会に移った。生れも育

ちも職歴も異なる者同士がうちとけ、なごやかで、か

つ活発な談笑が飛び交った。

谷津田の観察

翌20日早朝、早起きの12名は、潅漑用の池のげん

ごろう鮒、物木谷津田のタニシ、ノシメトンボなどの

トンボ、キツネノカミソリ、シログモなどを観察した

り、物木部落の火の見櫓（県立中央博物館に模型展示）

を見学した。物木谷津田は、おりしも黄金色の稲穂が

たわわに実っていたが、その水路は3面コンクリート

でできていたのは少し残念な気もした。

環境保全活動を考える

8時30分からは、省エネルギー、廃棄物、環境教育、

環境アセスメントの4テーマの班編成で分かれ、「当

会のアクションプランとすべき具体的な活動はなに

か」について研修を行った。

それぞれのテーマについて現状認識を行い、当会が

なしうる具体的活動を語り合った。

省エネルギーでは地球温暖化防止と資源保護をめざ

した活動、廃棄物では千葉県の廃棄物対策に対応した

活動、環境教育では次世代を担うこどもたちへの教育

プラン、環境アセスメントでは当会会員でできるアセ

スメント活動などが具体的に取り上げられ、全体総括

で各班からの発表が行われた。

これらの具体案を今後運営委員会などで審議し、当

会のアクションプランとすることを申し合わせた。

正午前、もとの荘での研修を終えるにあたり、村上

会長が、「研修会でまとめた結果をアクションプラン

とし、当会会員の頭脳と行動力を結集して千葉県の施

策を積極的に支援しよう」と激励鼓舞された。

12万年前に思いをはせる

もとの荘で全体解散を終えた一行のうち、10名は本

埜村役場近くの第4紀（12万年前）の貝化石が眠って

いる木下層の寮頭に足を踏み入れた。各自がアカガイ

をはじめ多くの貝化石を採取したが、林EMS支援セ

ンター長は、博物館にもない珍しいテングニシを発見

され、寄贈されることになった。

研修を終えて

和気諸々のムードの中で真剣な討議も行われ有意義

な研修となったことをここに報告する。

（事業部　囲康隆紀）

．」
地球温暖化防止推進活動
「学校に省エネがやってきた」を進めるにあたって　村上　利子條境カウンセラづ

私は、昭和47年頃「千葉市くらしの会」の前身の消

費者活動を始め、48年に千葉県消費者団体連絡協議会

を設立いたしました。第一次石油ショックのあと、昭

和51年2月に「ものを大切にする運動千葉県推進会議」

が、会長知事、副会長2名、幹事若干名、参加団体57

で発足しました。私共も参加し、最初は幹事を、平成

に入った頃から副会長をさせていただいています。

幹事の時から、資源エネルギーを大切にする標語、

作文コンクー′レの蕃査員をずつとやって来ました。平

成11年の標語の最優秀賞は＜しげんごみ　わければあ

したのエネルギー＞小2菅悠策くんです。中1のく省

エネはあなたが主役の心がけ＞があります。作文には

家族のモラルや躾が感性になって現れています。＜三

つ子の魂官まで＞の諺がありますが、鉄は熱い内に打

ての通りです。

さて、小学校に何故省エネを頼みに伺ったのかお分

かりいただけたでしょうか。水は使った分バケツに取

れば見えますが、電気は分かりません。でも、省エネ

ナビ（電力使用料金表示器）の出現で、電気が見えて

来ました。

昨年、「千葉市くらしの会」で小学校にナビをつけ

てもらい、小学生向けの省エネパンフレットを配りま　ノ

した。ナビを見て何とか希望値にしたくても警報が鳴

るl子供達は消しに走ったそうです。意識を高めてか

ら、家庭で省エネをやって賃いました。家族がひたい

を集めてそれぞれ目標設定し、15日間励みました。ISO

みたいですね。採点は子供に頼みました。結果の中か

ら、お父さんの努力に、お母さんのがんばりに子供が

感謝している文を読み、涙ぐんでしまいました。

ファミコンの時間を守り、給食を残さない。学用品

を大切に。電気はこま桝こ消し、水道の水は歯磨き洗

顔きちんと止める等、生活の見直しを子供が始めたデ
ータです。

今年は教育委員会を通じ、千葉市の小中学校に冊子

を酉己布したところ小学校49校、中学校19校希望して

きて、うれしい悲鳴をあげています。ナビは全ての学

校にとはいきませんが、この芽を大切に育てたいと、

只今、準備し進行中です。



⑳家電リサイクルセンター見学
宮村　啓二（環境カウンセラー）

臨議会としての本年度第1回見学会を7月6日にお

こなった。見学先は来年4月本格施行の「特定家庭用

機器再商品化法」（通称、家電リサイクル法）に対応

するために三菱電機（株）が設立した（株）ハイパー

リサイク′レシステムズのリサイクルプラントで本年5

月より稼働している。場所は市川市東浜で船橋海浜公

園の隣接地にあり、参加者は会員外1名をふくめ、15

名であった。

家電リサイクル法は政令指定の4家電（エアコン、

テレビ、冷蔵庫、洗濯機）を対象としているが、他品

目の家電やOA機器のほか、椅子やロッカーのような

ものまで扱っている。まだ、費用などから、持ち込ま

れる廃家電の量が少なく、量を確保するため自治体の

大型ゴミもひきうけているとのことであった。

仕事の内容としては、全般的にいうと、大きい硬い

部品類を手作業でとりはずし、おおまかな解体を行い、

続いて機械的に破砕し、分別を行う。

特徴としては

1．湿式処理といわれる化学処理を行わないことで、

排水を生じさせない。

2．冷媒フロンのほか、冷蔵庫の断熱材フロンも回

収している。

3．分別は磁力、渦電流、風力、フルイ、比重選別

の原理に基づき、鉄、アルミ、銅、ステンレス、

プラスチックにわけ、それぞれリサイクルされる。

全体として繁忙であり、‾順調に流れているように見

受けられた。いわゆる、機械工場であり、破砕や分別

の所では相当な騒音があった。家電リサイクルは始ま

ったばかりの産業であり、これから改善の余地は多い

と思われる。それを所見を交えて項目にすると、

1．現在は手作業が多いが、自動化が進むであろう。

2．乾式処理のみとしているため、徴丑で有害性の

高い鉛、カドミ、ヒ素、クロムとか、電気部晶

に最近多くとりいれられている希少金属類への

対策が及ばないことが心配される。紛れたり粉

塵となって飛散するおそれはないのだろうか。

3．シュレッダーダストからの金属や塩ビの分別が

望まれる。

4．社会のリサイクルの輪を完成させるための情報

技術の一層の発展が必要である。

リサイク′レセンターが採算こみでスタートしたこと

は重要であると思う。改良や応用は日本が得意とする

分野であり、全ての産業の発達に見られたことなので、

今後の発展を期待したい。

東浜リサイクルセンターの概要

千葉県市川市東浜1丁目2番地4

敷地面積：約16000m2

処理能力：176t／1日

見学後のアンケートから

◆　40年ほど前の自動車工場といった感じ

◆　コストが気になる。

◆　リサイク／レ工場で得た分解ノウハウを製品設計

にフィードバックし、環境百己慮型製品の完成を

のぞむ。

や－　回収した部品などの再利用、リサイクルが軌道

にのるかどうか。

◎急速に進展する燃料電池の実用化　　荒野　品（環境カウンセラー）

燃料電池が新エネルギーの救世主として、最近、一

躍脚光を浴びている。

1997年に開催された地球温暖化防止京都会議

（COP3）で温暖化ガスの排出量削減が義務付けられた

のをきっかけに、21世紀のクリーンエネルギーとして

浮上してきたためである．。

1．燃料電池とは

燃料電池の原理は、1839年にイギリスのグローブ卿

によって発明されたもので、古くて新しいテーマであ

る。その後、NASAが宇宙船の電源として利用したの

が実用化のきっかけとなっている。

燃料電池（FuelCell）とは、電気を蓄える電池では

なく、エネルギーの変換システムの1つとしての、発

電システムである。この発電の概念は、水を電気分解

して酸素と水素を得るメカニズムの逆現象による発電

システムである。
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2．燃料電池の特徴

1）クリーン発電方式である。

原理的に水の電気分解の逆現象であり、水素と

空気中の酸素を化合させて電気を発生させるため、

発電自体の排出物は水だけである。

2）発電効率が高い。

従来の発電方式は石油や天然ガスのもつ化学エ

ネルギーを燃焼させて熱エネルギーに変換し、さ

らに運動エネ′レギーを経由して電気エネルギーを

得る。一方、燃料電池システムは、化学エネルギ
ーを直接的に電気エネルギーに変換する画期的な

変換方式であり、変換ステップが少なく原理的に

高効率である。

3）システム総合効率が高い

現在、電力会社が発電・送電して各需要家に供

給している電力は、大規模集中発電システムだが、

この燃料電池発電システムは、各家庭や自動車な

どで発電する個別分散発電方式であり、発電時の

排熱が利用できるコジェネレーション（熱併給発

電）システムとなるためシステム総合効率が80％

前後と極めて高くなる。

3．燃料電池の種類

現在研究開発が行われている燃料電池は、電解質

の違いにより図表のごとく大別して4種類に分類で

きる。構造上は燃料極（アノード、負極）と空気極

（カソード、正極）があり、その間のものが電解質

である。この中で、固体高分子型PEFC（Polymer

ElectrolyteFuelCell）は、①出力密度が高いので小

型、軽量化が可能である。②常温での発電ができる

ので起動、停止が容易である。③安価な材料を使用

できるため、低コスト化が可能である．。④低負荷時

に高発電効率が得られる。等々のメリットがあるた

め、家庭用や自動車用の本命とされ、世界的に開発

の焦点となっている

4　実用化の時期は

1）自動車用

自動車メーカーは世界的規模の再編成が行われ、

各グループが環境に優しい車の開発にしのぎをけ

ずっている。中でもダイムラーtクライスラー社

は2004年には、PEFC型のメタノール改質式で

フィールドテストを行うことを発表、ジェネラル

モータグ／レープも負けじと水素直接型で市場化を

競っている。

従って、2004年には実用化が始まり、2010年

には世界で百万台程度の市場規模になると予卸さ

れる。

2）家庭用

米国では、2000年からフィールドテストが開始

されようとしている。わが国では、2000年からニ

ューサンシャイン計画に大幅な予算が付き、また、

PEFC関連国家プロジェクトが複数立ちあがり、

本格的な開発が開始され、2004年に商品化を目指

している。

家庭用の場合は、コジェネレーション型となる

ため、1次エネルギー削減量20％、CO2排出量24％

削減、NOx排出量削減56％と試算され、年間光熱

費19％削減が達成できるとされている。

5．今後の課題は

21世紀エネルギーシステムの主役の座を担う燃

料電池の解決すべき課題は多い。それらは、①コス

トダウンは最大の問題であるが、PEFC型で1KWH

約37円で既存の電灯平均単価と大差ない所への目

処はつきつつある。（∋耐久性については、自動車用

は5000時間、住宅用などの定置式は24000時間を

それぞれ目標としている。③小型化については、現

行の燃料電池本体1リットル1000ワットを1400ワ

ットにする必要がある。④自動車用の普及のために

は、水素供給体制のインフラ整備が不可欠となる。

図表　燃料電池の種類と特徴

リン酸型 况騏ｩ%伜�hﾅ��固体電解型 侘Y�ﾈﾘ)Zｨ��ﾅ��

（PAFC） ��番4d8�｢�（SOFC） ����Td8�｢�

電解質 �8ｨ98襌�Yv阯B�Li－Na系炭酸塩 Li－正系炭酸塩 �5x8ｸ5(6ｨ4�ﾆ��5ｨ8�7�4�5��高分子膜 

作動温度 �#�����650～750℃ 涛����������8"�70～90℃ 

燃料 �5i�(4ｸ5��天然ガス �5i�(4ｸ5��水素 

メタノー′レ ���%�4ｸ5�ｸ4ｸ5��石炭ガス化ガス �5i�(4ｸ5��8�5�6ﾘ�ｸ8ｲ�

発電効率（HHV） �3X���ﾃC(�2�45・－）60％ 鼎X��cX�2�30～40％ 

特徴 �-�-ｨⅹw�峪&丶ｲ�高発電効率 俘)Jﾙ6Hﾏ越b�小容量発電用 

メタノール、天然ガスなどは、改質機でそれらを分解して水素をとりだし、燃料とする。
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（エコメッセちば2000賛同行事）企業環境セミナーへのご案内

『I SO14001認証取得と環境経営』

10月20日（金）13時～17時・シャープ幕張ビル・2階多目的ホール

現今、環境開襟への取り組みは、企業経営の大きな課題であり、ISO14001の認証取得は、企業の環境宣言で

もあります。しかし、その認証取得は最終日的ではなく、環境マネジメントシステムでのPlan→Do→Check→

Actionのサイクルを継続して実践し、環境の質を向上させることに意義があります。

本セミナーでは、ISO14001認証取得のノウハウと認証取得後の環境経営の最前線に取り組む事例を発表して

頂くとともに、地球温暖化防止をも踏まえた省エネルギー、ゼロエミッション、グリーン調達、環境会計、など

の技術情報も綴り交ぜながら、これからの環境経営について法論を展開します。

●基調講演：「ISO14001認証取得と環境経営最近の動向」

宮村庸一氏（環境カウンセラー、環境管理システム主任審査員）

●講演：「県機関のISO1400ユ認証取得と今後の展望」

岡崎　浮氏（千葉県環境研究所主席研究員）
「我が社のISO14001認証取得と今後の展望」

十河正守氏（シャープ株式会社東京支社総務部長）

「我が社のISO14001認証取得と今後の展望」

片岡信行氏（株式会社太陽社専務取締役）
「我が社のISO14001認証取得と今後の展望」

山上　毅氏（大平興産株式会社代表取締役社長）

「環境カウンセラー千葉県協議会、EMS支援センターの活動について」

林　正徳氏（環境カウンセラー、EMS支援センター長）

●バネ′レディスカッション　「I SO認証取得と環境経営の最前凍」

コーディネーター：宮村庸一氏

パネリスト：　岡崎　浮氏、十河正守氏、片岡信行氏、山上　毅氏、林　正徳氏

主　催：環境カウンセラー千葉県協議会、千葉商工会議所

資料代：1000円　　定員：500名（先着順）

申込みは10月13日までにFAXで

・環境カウンセラー千葉県協議会　FAX：043－224－4031・千葉商工会議所産業振興課　FAX：043－227－4107

問い合わせは　TEL：043H278－2463（野口）、　TEL：043－227－4101（大澤）まで

☆エコメッセろば2000　　　　　　　☆環境シンポジウム2000干葉会議

目時10月21～22日10：00～16：00

場所：海浜幕張駅北口広場

主催：エコメッセ実行委員会，千乗県環境財団

エコメッセちば2000は、市民・企業・行政がそれ

ぞれに、あるいは協働（パートナーシップ）により、

環境について楽しみながら考える「イベント持ちよ

り型イベント」です。

エコバザール、展示、エコステージなど

エコレストラン、低公害車フェアもあります。

21日12時からのリサイクルファッションショー、

マイバッグショーには当会村上、野口も出演協力し

ます。

http：／／YYY．makuhari．or．jp／eco＿2000／index．html

（ェコメッセちば2000賛同行事）

日時　2000年11月19日（日）10時～16時半

会場　富士通幕張システムラボラトリー

主催　千糞県環境財団

環奨シンポジウム2000千葉会誌実行委員会

第1分科会　　地球温暖化問題を考える

第2分科会　　めざせ！ゴミゼロ循環型社会

第3分科会　　谷津田・里山の保全を考える

第4分科会　「総合的な学習」を活用した環境学習

第5分科会　　世代で学ぼう・環境学習は生涯学習

参加費および資料代は、500円

申し込み：Eメール　ecogksyu＠fancy．ocn．ne．jp

FAX O43－246－6969

郵送：〒2600024千葉市中央区中央港1－11－1

（財）千葉県環境財団　環境学習推進室
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⑳「精密油水分離槽」野口　康男（環境カウンセラー）

今年度夏季研修会で、開発中の商品「椅密油水分離

槽」について報告したので、その概要を述べます。

工場勤務時にコンプレッサーのドレン対策として考

案し、工場に設置したところ環境エンジニアのメーカ
ーの目にとまり20台程製造販売したものです。

今は発売元のアールアンドデー（TEL：0262－64－2244）

と共同で細々とやっています。

1．装置の概要

55KVクラスのコンプレッサーでは、600WX900LX

600Hのサイズで対応します。

鉄板溶接構造で製造し中に充填物として、造粒材

と吸着剤とを入れます。

この分離槽内で、油分を比重差分離、油径造粒浮

上、油分吸着を行い油水分離します。

2．特徴

1）分離能力は処理油分5mg／1を維持します。

2）動力を使わないので機械的故障がありません。

3）取り救いが簡便でランニングコストは殆どかか

りません。

4）設置場所に合わせて製作しますので、狭い場所

でも対応します。

現在、千尭県内で製造を担当する工場を探しており

ます。シャーリング設備及びステンレス溶接の出来る

工場希望。

お問い合わせ先

野口　康男　　TEL／FAX O43－278－2463

E一九仏IL：y「10guti＠zd5．soLnet．ne．jp

⑳　焼却禁止規制の例外について園廣　隆紀（環境カウンセラー）

京都のCOP3で二酸化炭素削減問題が世界的な課

題になり、さらにはダイオキシンの発生抑制間藤で小

さな焼却炉の使用停止が奨励され、野焼きやたき火も

自粛することが「社会常識」になりつつある。

去る4月の当会の環境セミナーでも、「野焼きには害

虫や病原菌を減らす役割があった」「枯葉を燃やして

の焼き芋もできなくなった」とか「塩素を含まないも

のも燃やしてはいけないのか」などの意見が出され、

明確な判断基準が必要との話題になった。

このたび「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」が一

部改正され、「専門業者などによる廃棄物焼却や他の

法令にもとづく焼却のほか、公益上もしくは社会の慣

習上やむを得ない廃棄物の焼却または周辺地域の生活

環境に与える影響が軽微な廃棄物の焼却以外は、何人

も廃棄物を焼却してはならない」ことが明確になった。

この例外事例には、災害対応の焼却、風俗仮習・宗教

行事の焼却、農林漁業でのやむを得ぬ焼却や日常生活

での軽微なたき火などが含まれる。

この改正で御礼焼き、野焼き、たき火なども存続で

きるようになったが、抜け道として使われることも懸

念され、本当の地球環舜保全を考える時、果してこれ

で良いのやら。

☆広報へのご意見、原稿の募集

広報へのご意見、環境カウンセリング実施例、重

大な環境情報などを、Faヱまたはメールで。

Fax：0471－63－1554（室中）

Eメール：YMtmON＠aol．com

★賛助会員募集

環境カウンセラー千葉県協議会に賛同する個人、

団体の賛助会員を募集しています。

会費：個人1口3，000円　団体1口10，000円

☆広告募集

当広報紙に広告を掲載しませんか。環境カウンセ

ラー千葉県協議会会員、準会員および会員等の所属

する事業所の広告にご利用下さい。

標準利用料金：A4、1ページ　1万円

A4、6分の1ページ　2千円
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